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東芝 Bi−CMOS 集積回路 シリコン モノリシック 

TB1240AN 
 
PAL / NTSC1 チップ (IF+VCD プロセッサ) IC 
 
 

TB1240AN は、PAL / NTSC 方式のカラーテレビ信号処理用 IC で

す。PIF 回路、SIF 回路、ビデオ回路、クロマ回路、同期偏向回路を

56pin のパッケージ  (S-DIP56) に集積した IC です。また、

TA1275AZ (SECAM 復調用 IC) と組み合せることによってマルチカ

ラーシステムを構成できます。 
TB1240AN はアナログ R / G / B インタフェースをもち、この IC

を用いて容易に PIP システムを作成できます。TB1240AN はバスコ

ントロールシステムによる基板配線、調整工程、各種コントロールの

合理化が可能です。 
 
特特特特  長長長長 
IF 回路回路回路回路 
��インター/スプリットキャリヤ方式 
��2 重時定数高速 AGC 
��RF AGC 出力 (ディレイポイントバス調整) 
��PIF VCO (バス制御) 
��L-SECA 映像復調 
��インジェクションロックSIF復調 (4.5～6.5MHzマル

チ SIF、タンクコイルレス) 
ビデオ回路ビデオ回路ビデオ回路ビデオ回路 
��クロマトラップ内蔵 (バス) 
��Y ディレイライン内蔵 
��黒伸張回路 
��DL アパコン型シャープネス回路 
クロマ回路クロマ回路クロマ回路クロマ回路 
��1 X’tal (3.58MHz / 4.43MHz / M-PAL / N-PAL) 
��1H DL 内蔵 
��BPF / TOF 内蔵 (バス) 
��SECAM R-Y、B-Y 入力端子 
��自動カラーシステム検出 
��fsc 出力 

テキスト回路テキスト回路テキスト回路テキスト回路 
��高速ブランキング 
��アナログ R / G / B インタフェース 
��カットオフ / ドライブ調整 (バス) 
��ABCL 
��UV 入力 
偏向回路偏向回路偏向回路偏向回路 
��H VCO 内蔵 (レゾネータレス) 
��2 重 AFC 回路 
��水平垂直画面位置位相調整 (バス) 
��垂直調整 (バス)、垂直偏向歪補正 
��サンドキャスルパルス出力 (HD+VD+ゲートパルス) 
��E / W 補正 

 
 

 

 

 
質量: 5.55 g (標準)  

��当社は品質、信頼性の向上に努めておりますが、一般に半導体製品は誤作動したり故障することがあります。当社半導体製品をご
使用いただく場合は、半導体製品の誤作動や故障により、生命･身体･財産が侵害されることのないように、購入者側の責任におい
て、機器の安全設計を行うことをお願いします。 
なお、設計に際しては、最新の製品仕様をご確認の上、製品保証範囲内でご使用いただくと共に、考慮されるべき注意事項や条件
について｢東芝半導体製品の取り扱い上のご注意とお願い｣、｢半導体信頼性ハンドブック｣などでご確認ください。 

��本資料に掲載されている製品は、一般的電子機器 (コンピュータ、パーソナル機器、事務機器、計測機器、産業用ロボット、家電機
器など) に使用されることを意図しています。特別に高い品質･信頼性が要求され、その故障や誤作動が直接人命を脅かしたり人体
に危害を及ぼす恐れのある機器 (原子力制御機器、航空宇宙機器、輸送機器、交通信号機器、燃焼制御、医療機器、各種安全装置な
ど) にこれらの製品を使用すること (以下 “特定用途” という) は意図もされていませんし、また保証もされていません。本資料に
掲載されている製品を当該特定用途に使用することは、お客様の責任でなされることとなります。 

��本資料に掲載されている製品は、外国為替および外国貿易法により、輸出または海外への提供が規制されているものです。 
��本資料に掲載されている技術情報は、製品の代表的動作･応用を説明するためのもので、その使用に際して当社および第三者の知的
財産権その他の権利に対する保証または実施権の許諾を行うものではありません。 

��本資料の掲載内容は、技術の進歩などにより予告なしに変更されることがあります。 
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端子機能端子機能端子機能端子機能    

端子
番号 端子名 機能 インタフェース 入出力信号 

1 AFT 出力 /  
自動調整出力 

AFT 出力と自動調整出力の端
子です。 
自動調整モードとして、AFT
電圧、RFAGC 電圧 / 2、R 信
号、または B 信号が出力され
ます 
(バス切り替え)。 
AFT 出力インピーダンスは 50
Ω (typ.) です。 

 

0.3V～4.7V 

2 音声出力 /  
デエンファシス 

音声出力の端子です。 
FM 検波信号が出力されます。
0.01μF のキャパシタンスに
より 75μs / 50μs のデエン
ファシスが実現できます (バ
ス切り替え)。 
出力インピーダンスは以下の
通りです。 
 PAL : 5kΩ 
 NTSC : 7.5kΩ 

 

― 
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端子

番号 端子名 機能 インタフェース 入出力信号 

3 IF VCC (9V) 

PIF 回路の VCC 端子です。 
9V を接続します。 
VCC によるリークを防ぐため

に、IF キャリヤと fH 用のト

ラップの挿入を推奨します。

― ― 

4 SIF IN 

SIF 信号の入力端子です。 
広ゲインリダクション (ゲイ
ン リ ダ ク シ ョ ン 量 70dB 
(typ.) ) のアンプを使用してい
るので NICAM 方式への対応
が容易です。 
インターキャリア方式で使用
の場合はこの端子を接地して
ください。 
この端子を接地すると SIF ア
ンプの利得が最小になりま
す。 

 

― 

5 IF GND 
PIF の GND 端子です。 
弱電界特性を確保するため
に、(49PIN) VCO GND と離し
てください。 

― ― 
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端子

番号 端子名 機能 インタフェース 入出力信号 

6 
7 

IF 入力 
IF 入力 

IF 信号の入力端子です。 
端子 6 および端子 7 は、差動
増幅器の入力端子です。 

 

標準入力 
90dBμV 

8 RF AGC 

RF AGC 出力 (オープンコレ
クタ出力) の端子です。 
ノイズを取り除くために、コ
ンデンサをこの端子に接続し
ます。 

 

0V～9V 
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端子

番号 端子名 機能 インタフェース 入出力信号 

9 IF AGC 

IF AGCフィルタの接続端子で
す。 
L-SECAM の場合、端子 56 の
キャパシタがAGCフィルタの
代わりになります。 

 

2V～8V 

10 APC フィルタ 
クロマ復調用、APC フィルタ
の接続端子です。 
端子電圧は、VCXO の周波数
を制御します。 

 

― 
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端子

番号 端子名 機能 インタフェース 入出力信号 

11 X’tal 

4.433619MHz 水晶発振器の接
続端子です。 
4.43MHz / 3.58MHz クロマ復
調および水平VCOの基準とな
ります。 
MIL : HC-49 / Uを推奨します。

 

― 

12 Y / C GND Y / C 回路の GND 端子です。 ― ― 

13 YS / Ym. 

アナログRGBモードおよび高
速ハーフトーンの切り替え用
の端子です。 
アナログ RGB モードで、端子
14、15、16 に入力された信号
が、端子 18、19、20 から出力
されます。 
ハーフトーン使用時は、 I2C 
Bus の Hex16 D1 を 1 にして
ください。 
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端子

番号 端子名 機能 インタフェース 入出力信号 

14 
15 
16 

アナログ R 入力 
アナログ G 入力 
アナログ B 入力 

アナログRGB信号の入力端子
です。 
入力信号は、カップリングコ
ンデンサを充電 / 放電するこ
とでクランプされますので、
低インピーダンス (100Ω以
下) で入力してください。 

 

17 RGB VCC (9V) 
RGB 回路  (TEXT 回路 ) の
VCC 端子です。 
9V を接続してください。 

― ― 

18 R 出力 
R 信号の出力端子です。 
出力電流の制限のため、2.0k
Ω以上の抵抗を介して GND
に接続してください。 
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端子

番号 端子名 機能 インタフェース 入出力信号 

19 G 出力 
G 信号出力の端子です。 
出力電流の制限のため、2.0k
Ω以上の抵抗を介して GND
に接続してください。 

 

100IRE 
2.5Vp−p 

20 B 出力 
B 信号出力の端子です。 
出力電流の制限のため、2.0k
Ω以上の抵抗を介して GND
に接続してください。 

 

100IRE 
2.5Vp−p 
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端子

番号 端子名 機能 インタフェース 入出力信号 

21 ABCL 

ABL / ACL 制御端子です。 
制御電圧範囲は 5.5V～6.0Vで
す。 
ABL ゲインおよび ABL スター
ト位置はバスで選択が可能で
す。 

 

オープンで 6V 
 

22 V.ランプ 
V.ランプ信号を作るためのコ
ンデンサ接続端子です。 
V.ランプ振幅はV.AGCによっ
て一定に保たれます。 
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端子

番号 端子名 機能 インタフェース 入出力信号 

23 V.NFB 
V.信号のフィードバック入力
端子です。 
フィードバックの振幅はバス
によって制御されます。 

 

24 垂直出力 垂直ドライブ信号の出力端子
です。 

 

― 
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端子

番号 端子名 機能 インタフェース 入出力信号 

25 V.AGC 
V.AGC 用コンデンサの接続端
子です。 
V.AGC によって V ランプ振幅
が一定に保たれます。 

 

― 

26 SCL I2C バスクロックの入力端子
です。 

 

― 
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端子

番号 端子名 機能 インタフェース 入出力信号 

27 SDA I2C バスデータの入力 / 出力
用端子です。 

 

― 

28 H. VCC (9V) 

DEF 回路の VCC 端子です。 
9V を接続します。 
4V 以上で VCXO が動作開始
し、5.5V 以上で H OUT 信号が
出力されます。 
4V と 5.5V の間に 1.5ms 以上
の立ち上がり時間を設定して
ください。 

― 
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端子

番号 端子名 機能 インタフェース 入出力信号 

29 ID 入 / 出力 /  
fsc CW 出力 

PAL / NTSC ID 出力および
SECAM ID入力用の端子です。

この端子から 150μA 以上を
引き出すと、SECAM モード
になります。 
Auto1 : 443PAL / 358NTSC 
 / SECAM / 
 443NTSC 
この端子から 220～380μA を
引き出すと、SECAM モードを
優先します。 
Auto1 : SECAM / 443PAL / 
 358NTSC /  
 443NTSC 
fsc の周波数は、バスによって
切り替えられます(4.43MHz固
定 / 自動)。 

 

30 フライバックパルス 
入力 

フライバックパルス (FBP) 
の入力用端子です。 
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端子

番号 端子名 機能 インタフェース 入出力信号 

31 同期信号出力 同期信号出力 (オープンコレ
クタの出力) 端子です。 

 

32 水平出力 水平ドライブ信号の出力端子
です。 
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端子

番号 端子名 機能 インタフェース 入出力信号 

33 DEF GND 偏向回路の GND 端子です。 ― ― 

34 サンドキャッスル 
パルス出力 

サンドキャッスルパルス
(SCP) (VD+HD+Gp) の出力
用端子です。 

 

35 EW 出力 E-W 信号の出力端子です。 

 



TB1240AN 

2001-03-01  17/82 

 
端子

番号 端子名 機能 インタフェース 入出力信号 

36 Dig. VDD (5V) 
デジタルブロック用の VDD 端
子です。 
5V を接続します。 

― ― 

37 
38 

SECAM B-Y 入力 
SECAM R-Y 入力 

SECAM B-Y / SECAM R-Y 入
力用の端子です。 
入力信号はカップリングコン
デンサの充電 / 放電によりク
ランプされますので、低イン
ピーダンス (100Ω以下) で入
力してださい。 

 

39 Y 入力 

Y 入力用の端子です。 
入力信号はカップリングコン
デンサの充電 / 放電によりク
ランプされますので、低イン
ピーダンス (100Ω以下) で入
力してださい。 
標準的な入力振幅は 1.0Vp−p
です。 
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端子

番号 端子名 機能 インタフェース 入出力信号 

40 H. AFC 
H.AFC フィルタの接続端子で
す。 
この端子電圧が水平周波数を
制御します。 

 

41 EHT 入力 
EHT の入力用端子です。 
EW / V はバスで制御されま
す。 

 

― 

42 Dig. GND デジタルブロックの GND 端
子です。 ― ― 
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端子

番号 端子名 機能 インタフェース 入出力信号 

43 Sync In 

Sync 入力端子です。 
カップリングコンデンサを介
して入力してください。カッ
プリングコンデンサでスライ
スレベルの充放電を行います
ので、低インピーダンスで入
力でしてください。 
標準入力レベルは2Vp−pです。

 

44 黒伸長検出 
黒伸長検出フィルタを接続す
る端子です。 
この端子電圧が黒伸張利得を
制御します。 

 

― 
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端子

番号 端子名 機能 インタフェース 入出力信号 

45 外部クロマ入力 
クロマ信号入力用端子です。
カップリングコンデンサを介
して入力してください。 

 

バースト振幅 
286mVp−p 

46 Y / C VCC (5V) Y / C 回路の VCC 端子です。
5 V を接続します。 ― ― 

47 IF 検波出力 

IF 回路で検出されたコンポ
ジットビデオ信号および SIF
信号の出力端子です。 
標準のビデオ出力振幅は
2.2Vp−p です。 
920kHz ビートを減少させる
ためには、エミッタフォロア
をドライブオーディオトラッ
プおよびバンドバスフィルタ
に接続してください。 

 

2Vp-p 
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端子

番号 端子名 機能 インタフェース 入出力信号 

48 ループフィルタ 
IF PLL 用のループフィルタを
接続する端子です。 
この端子電圧は、IF VCO の周
波数を制御します。 

 

― 

49 VCO GND 

VCO および SIF 回路の GND
端子です。 
弱電界特性向上のために IF 
GND (5PIN) からできるだけ
離してください。 

― ― 
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端子

番号 端子名 機能 インタフェース 入出力信号 

50 
51 VCO 

IF VCO用のタンクコイル接続
端子です。 
IF VCO周波数はバスによって
制御されます。 
外部容量が 27pF の場合、周波
数変動範囲は±2MHz です。

 

― 

52 VCO VCC (9V) 

IF VCO および SIF の VCC 端
子です。 
9V を接続します。 
VCC でリークを避けるため
に、IF キャリヤと fH 用のト
ラップの挿入を推奨します。

― ― 
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端子

番号 端子名 機能 インタフェース 入出力信号 

53 リミッタ入力 /  
曲がり補正 

SIF 信号入力および曲がり補
正のための端子です。 
この端子 DC (3.5V～5.5V) で
は、水平位相を調整すること
が可能です  
(−1μs～+1μs)。 
これは、高圧変更時の画面曲
がり補正のために使用できま
す。 

 

標準 
90dBμV 

54 リップルフィルタ 

SIF インジェクションロック
回路を安定させるためにコン
デンサを接続する端子です。
内部 Bias の filter 接続端子で
す。 

 

― 
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端子

番号 端子名 機能 インタフェース 入出力信号 

55 SIF OUT 
この端子から再生搬送波によ
りビートダウンされた 2nd 
SIF 信号が出力されます。 

 

― 

56 FM DC NF 

FM DC ネガティブフィード
バックと L-SECAM の AGC
フィルタ用の端子です。 
コンデンサを接続してオー
ディオ出力の DC のレベルを
安定させます。 

 

DC : 5.2V 
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バスコントロールマップバスコントロールマップバスコントロールマップバスコントロールマップ 
Write モードモードモードモード 
Slave Address : 88 HEX 

SUB 
Address 

D7 
MSB 

D6 
 

D5 
 

D4 
 

D3 
 

D2 
 

D1 
 

D0 
LSB PRESET 

00 Au Gain WPS Uni-Color 0000 0000

01 Brightness (TV / Text) 0100 0000

02 
Mute 

Color 1100 0000

03 V AGC TINT 0100 0000

04 AF-G Vi Pol Sharpness 0010 0000

05 C-BPF C-Trap * * * Half Tone ABL Gain 0000 0000

06 Color System CW SW Sub Contrast 0000 1000

07 R Cut Off 1000 0000

08 G Cut Off 1000 0000

09 B Cut Off 1000 0000

0A N. B. C G Drive Gain 0100 0000

0B AFT M B Drive Gain 0100 0000

0C Vertical Position Horizontal Position 0001 0000

0D B.B. * * * * * * DC NF 
speed 0000 0000

0E V-Freq RF AGC 0000 0000

0F AFC Gain Vertical Size 0010 0000

10 V Linearity V S Correction 1000 1000

11 PIF VCO 1000 0000

12 SECAM R-Y Black Adjust SECAM B-Y Black Adjust 1000 1000

13 N-Com BLK RGB Contrast 0000 0000

14  H-STP F ID Self Adj ID SW ABL Start point 0000 0000

15 Factory TEST MODE 0000 0000

16 Over mod. SE Adj. IF Freq. AFT ON BGP P Ym enb 0000 0000

17      TEST MODE 0000 0000

18 YUV SW TEST Horizontal Size xx10 0000

19 TEST MODE Parabola Correction xx10 0000

1A Trapezium Correction V. EHT 1000 0000

1B  Corner Correction H. EHT X100 0000

 
Read モードモードモードモード 

 7 6 5 4 3 2 1 0 

W1 POR IF Lock H Lock IF Level V Freq Color System 

W2 Y-IN RGB OUT H-OUT V-OUT * V Lock AFT 
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バスコントロール機能バスコントロール機能バスコントロール機能バスコントロール機能 
Write モードモードモードモード 

項目 内容 PRESET 値

Au Gain (Audio Gain SW) 0 : 50kHz 1 : 25kHz (X2 on 4.5MHz mode) 50kHz 

WPS (White Peak Suppressor) 0 : ON 1 : OFF ON 

Uni-Color Min : −11.6dB～Cen : 6.6dB～Max : 11.6dB −11.6dB 

Mute (Mute Mode) 
00 : Normal 01 : Y-Mute 
10 : RGB Out-Cut Off DC 
11 : RGB Out-Cut Off DC+VP Out Hi 
 (Service  mode) 

Y-Mute 

Brightness Min : 1.9V～Cen : 2.6V～Max : 3.4V (Pedestal Level) 2.6V 

Color Min : −20dB or less～Cen : 0dB～Max : 8.15dB 0dB 

V-AGC (Vertical AGC Speed) 0 : Normal 1 : ×3 Normal 

TINT Min : −38°～Cen : 0°～Max : 38° 0° 

AF-G (AF Gain SW) 0 : 50μs (5.5 / 6.0 / 6.5MHz) 1 : 75μs (4.5MHz) 50μs 

Vi POL (Video Polarity) 0 : Normal 1 : Reverse (For L-SECAM) Normal 

Sharpness Min : −11dB～Cen : 5dB～Max : 12dB 0dB 

C-BPF 0 : BPF 1 : TOF BPF 

C-Trap (Chroma Trap) 0 : OFF 1 : ON OFF 

Half Tone 0 : OFF 1 : ON OFF 

ABL Gain 00 : −0.74V 01 : −0.64V 10 : −0.37V 11 : −0.12V −0.74V 

Color System 

000 : Auto1…443PAL / 358NTSC (/ SECAM) / 443NTSC 
001 : Auto2…358NTSC / M-PAL / N-PAL 
010 : Fixed 443PAL  011 : Fixed M-PAL  
100 : Fixed N-PAL 101 : Fixed 358NTSC  
110 : Fixed 443NTSC 111 : SECAM 

Auto1 

CW SW 0 : Auto 1 : 4.43MHz Auto 

Sub-Contrast Min : −3.5dB～Cen : 0dB～Max : 2.3dB 0dB 

RGB Cut Off Min : −0.5V～Cen : 0V～Max : 0.5V ±0V 

N.B.C (Nyquist Buzz Cancel) 0 : OFF 1 : ON OFF 

G / B Drive Min : −5.5dB～Cen : 0dB～Max : 3.5dB −5dB 

AFT M (AFT Mute) 0 : Normal 1 : Mute Normal 

Vertical Position 000 : 0H  111 : 7H  Delay / Pulse Width : 8H 0H 

Horizontal Position Min : −3μs～Cen : 0μs～Max : 3μs 0μs 

B.B. (Blue Back) 0 : OFF 1 : 50IRE OFF 

DC NF SPEED 0 : Fast 1 : Normal Fast 

V-Freq (Vertical Frequency) 00 : Auto 01 : 60Hz 10 : 263H Fixed  
11 : 313H Fixed Auto 

RF AGC 000000 : IF Mute Min : 65dBμV～Max 100dBμV IF 
Mute 

AFC Gain 00 : Normal 01 : 1 / 3 10 : ×3 at VBLK  
11 : AFC Off Normal 

Vertical Size Min : −40%～Cen : 0%～Max : 40% 0% 
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項目 内容 PRESET 値

V Linearity Upper Side ; Min : 16%～Cen : 0%～Max : −14% 
Lower Side ; Min : −20%～Cen : 0%～Max : 17.5% 0% 

V−S Correction Upper Side ; Min : 12%～Cen : 0%～Max : −12% 
Lower Side ; Min : 15%～Cen : 0%～Max : −15% 0% 

PlF VCO (PIF VCO T0 Adj.) Min : −2MHz～Cen : 0MHz～Max : 2MHz 0MHz 

SECAM R−Y Black Adj Min : −176mV～Cen : 0mV～Max : 154mV 
(At R Output) 0mV 

SECAM B−Y Black Adj Min : −280mV～Cen : 0mV～ 
Max : 245mV (At B Output) 0mV 

N−Com (NTSC Comb SW) 0 : ON 1 : OFF ON 

BLK (BIanking SW) 0 : BLK ON 1 : BLK OFF ON 

RGB Contrast Min : −6.0dB～Cen : 9.4dB～Max : 14.0dB −6.0dB 

H−STP (H−Out Stop) 
0 : Normal 
1 (& Mute data ; 11) 
: H−Out Stop & Low RGB Output 

Normal 

FID (Forced ID ON) 0 : Normal 1 Killer OFF on Fixed System 
(This function doesn't work on Auto1 Auto2 Mode.) Normal 

Self Adj. 
(AFT Output SW for SeIf Adj.) 00: AFT 01 : Blue 10 : Red 11 : RF AGC×1/2 AFT 

ID SW (ID Sensitivity Switching) 0 : Normal Mode 1 Low Mode 
(This function works on only for NTSC Mode.) Normal 

ABL Start Point 00: −0.01V 01 : −0.11V 10 : −0.3V 11 : −0.45V −0.01V 

TEST (TEST MODE) For IC factory−TEST. 
Leave these bits preset data. 00HEX 

Over mod.  
(Over modulation SW) 0 : ON 1 : OFF ON 

SE Adj. 0 : Normal 1 : SECAM Black Level Alignment Mode 
18pin : R−Y 20pin : B−Y 0 

IF Freq. 
000 : 58.75MHz 001 : 45.75MHz 
010 : 39.50MHz 011 : 38.90MHz 
100 : 38.00MHz 101 : 34.47MHz 
110 : 33.95MHz 111 : 33.90MHz 

000 

AFT ON 0 : Normal 1 : AFT−MUTE OFF 0 

BGP P 0 : Normal 1 : 1.5μs 0 

Ym enb 

0 : 0～0.8V TV 
 more than 0.8V OSD 
1 : 0～0.8V TV 
 0.8～2.4V Half Tone 
 more than 2.4V OSD 

0 

YUV SW 0 : YC 1 :YUV YC 

Horizontal Size 000000 : MIN 
111111 : MAX 

100000 
(center) 

parabola Correction 000000 : MIN 
111111 : MAX CEN 

Trapezium Correction 11111 : Expansion upward 
00000 : Expansion downward CEN 
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項目 内容 PRESET 値

V.EHT 000 : MIX 
111 : MAX MIN 

Corner Correction 00000 : Vertical expansion 
11111 : Vertical compression CEN 

H.EHT 000 : MIX 
111 : MAX MIN 

 
Read モードモードモードモード 

項目 内容 

POR (Power On Resection) 0 : Normal 1 : Register Preset 

IF Lock (IF Lock Detection) 0 : Lock Out 1 : Lock In 

H-Lock  
(Horizontal Lock Detection) 0 : Lock Out 1 : Lock In 

IF Level (IF AGC Gain Detection) 0 : High IF AGC  Gain 1 : Low IF AGC  Gain 

V Frq (Vertical Frequency) 0 : 50Hz 1 : 60Hz 

Color System 
000 : B / W 001 : 4.43PAL 010 : M-PAL 011 : N-PAL 
100 : 3.58NTSC 101 : 4.43NTSC 110 : SECAM 
111 : N / A 

Y-IN (For Self-Diagnostic) 0 : No Signal 1 : OK 

RGB Output (For Self-Diagnostic) 0 : No Signal 1 : OK 

H-OUT 
(For Self-Diagnostic) 0 : No Signal 1 : OK 

V-OUT 
(For Self-Diagnostic) 0 : No Signal 1 : OK 

V-Lock (Vertical Lock Detection) 0 : Lock Out 1 : Lock In 

AFT (AFT Lock Detection) 00 : Lock Out 01 : High Freq. 10 : Low Freq. 
11 : Lock In 

 



TB1240AN 

2001-03-01  29/82 

I2C バスコントロールフォーマットの概要バスコントロールフォーマットの概要バスコントロールフォーマットの概要バスコントロールフォーマットの概要 
TB1238ANのバスコントロールフォーマットは、Philips社の I2Cバスコントロールフォーマットに準拠しています。 

 
(1) 開始条件開始条件開始条件開始条件, 停止条件停止条件停止条件停止条件 (2) ビット転送ビット転送ビット転送ビット転送 

  
 

(3) 確認応答確認応答確認応答確認応答 (4) スレーブアドレススレーブアドレススレーブアドレススレーブアドレス 

 

 
TOSHIBA I2C のコンポーネントを購入すると Philips 社 I2C Patent Rights の下のライセンスが付いています。この

ライセンスによって、システムが Philips 社によって指定された I2C 標準仕様に準拠していることを条件に、 I2C シス

テムのコンポーネントを使用することができます。 

A6 A5 A4 A3 A2 A1 A0 R / W

1 0 0 0 1 0 0 0 
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最大定格最大定格最大定格最大定格 (Ta = 25℃℃℃℃) 

項目 記号 定格 単位 

電 源 電 圧 (9V VCC) VCCmax9 12 V 

電 源 電 圧 (5V VCC) VCCmax5 8 V 

許 容 損 失 PDmax 1980 (注) mW 

入 力 電 圧 Vin 
GND−0.3～ 

VCC+0.3 V 

動 作 温 度 Topr −20～65 ℃ 

保 存 温 度 Tstg −55～150 ℃ 

注: Ta = 25℃以上で使用する場合、1℃上がるごとに 15.9mW 減少します。 
この IC は CRT から発生する高電界によって、リーク不良などによる誤動作を起こす可能性がございます。 
IC の設置位置を CRT から十分に離して (20cm 以上) 設置してください。もし十分な距離が確保できない場合

は、シールド板でしゃ蔽してください。 
 
Ta−PD 曲線曲線曲線曲線 
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電気的特性電気的特性電気的特性電気的特性 
直流特性直流特性直流特性直流特性 
端子電圧端子電圧端子電圧端子電圧 

端子 
番号 端子名 記号 測定

回路
測定条件 最小 標準 最大 単位

1 A F T 出 力 V1 ― ― 2.0 2.5 3.0 V 

2 音 声 出 力 V2 ― ― 3.8 4.3 4.8 V 

3 IF VCC V3 ― 電源 9V ― 9.0 ― V 

4 S I F 入 力 V4 ― ― 4.6 5.1 5.6 V 

7 I F 入 力 V7 ― ― 2.1 2.7 3.3 V 

10 A P C フ ィ ル タ V10 ― ― 1.8 2.5 3.2 V 

11 X’tal V11 ― ― 3.7 4.0 4.3 V 

13 YS V13 ― ― ― 0.17 0.4 V 

14 ア ナ ロ グ R 入 力 V14 ― ― 1.8 2.5 3.2 V 

15 ア ナ ロ グ G 入 力 V15 ― ― 1.8 2.5 3.2 V 

16 ア ナ ロ グ B 入 力 V16 ― ― 1.8 2.5 3.2 V 

17 RGB VCC V17 ― 電源 9V ― 9.0 ― V 

18 R 出 力 V18 ― ― 2.30 2.65 3.00 V 

19 G 出 力 V19 ― ― 2.30 2.65 3.00 V 

20 B 出 力 V20 ― ― 2.30 2.65 3.00 V 

21 ABCL V21 ― ― 5.70 6.05 6.30 V 

26 SCL V26 ― ― 4.5 5.0 5.5 V 

27 SDA V27 ― ― 4.5 5.0 5.5 V 

28 H.VCC V26 ― 電源 9V ― 9.0 ― V 

29 I D 入 / 出 力 /
f s c  C W 出 力

V29 ― ― 1.40 1.75 2.00 V 

36 デ ジ タ ル V D D V36 ― 電源 5V ― 5.0 ― V 

37 SE CA M B−Y 入力 V37 ― ― 2.3 2.5 2.7 V 

38 SECAM R−Y 入力 V38 ― ― 2.3 2.5 2.7 V 

39 Y 入 力 V39 ― ― 2.5 2.8 3.2 V 

40 H.AFC V40 ― ― 6.0 6.8 7.5 V 

43 S Y N C 入 力 V43 ― ビデオ SW : 00 1.9 2.2 2.5 V 

44 黒 伸 長 検 出 V44 ― ― 2.00 2.25 2.60 V 

45 外 部 ク ロ マ 入 力 V45 ― ― 2.7 3.0 3.4 V 

46 Y / C VCC V46 ― 電源 5V ― 5.0 ― V 

47 P I F 検 波 出 力 V47 ― ― 4.8 5.3 5.8 V 

48 ル ー プ フ ィ ル タ V48 ― ― 4.1 4.6 5.1 V 

50 PIF VCO V50 ― ― 7.4 8.0 8.6 V 

51 PIF VCO V51 ― ― 7.4 8.0 8.6 V 

52 VCO VCC V52 ― 電源 9V ― 9.0 ― V 

53 リ ミ ッ タ 入 力 /
曲 が り 補 正

V53 ― ― 3.9 4.5 5.1 V 

54 リ ッ プ ル フ ィ ル タ V54 ― ― 5.2 5.9 6.6 V 

55 S I F 出 力 V55 ― ― 3.0 3.5 4.0 V 
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消費電流消費電流消費電流消費電流 

端子 
番号 端子名 記号 測定

回路
測定条件 最小 標準 最大 単位

3 IF VCC ICC3 ― 電源 9V 11 20 25 mA

17 RGB VCC ICC17 ― 電源 9V 7 10 12 mA

28 H.VCC ICC26 ― 電源 9V 18 24 33 mA

36 デ ジ タ ル V C C ICC36 ― 電源 5V 7 13 16 mA

46 Y / C VCC ICC46 ― 電源 5V 53 76 89 mA

52 VCO VCC ICC52 ― 電源 9V 15.5 23 29 mA

 
推奨動作条件推奨動作条件推奨動作条件推奨動作条件 

端子 
番号 端子名 最小 標準 最大 単位 備考 

3 IF VCC 8.5 9 9.5 V ― 

17 RGB VCC 8.5 9 9.5 V ― 

28 H.VCC 8.5 9 9.5 V ― 

36 デ ジ タ ル V C C 4.5 5 5.5 V ― 

46 Y / C VCC 4.5 5 5.5 V 
V−RAMP の振幅がこのDC電圧
に応じて異なるため、Y / C VCC
の熱ドリフトは 50mV 以下にし
てください。 

52 VCO VCC 8.5 9 9.5 V ― 
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交流特性交流特性交流特性交流特性 
PIF 系系系系 
(特に指定がない場合特に指定がない場合特に指定がない場合特に指定がない場合, VCC = 9 V (端子端子端子端子 3, 17, 28 およびおよびおよびおよび 52) / 5V (端子端子端子端子 36 およびおよびおよびおよび 46), Ta = 25℃℃℃℃) 

項目 記号 測定

回路
測定条件 最小 標準 最大 単位

87.5% VDET875 2.0 2.2 2.4 

L-SECAM VDETLS 2.0 2.2 2.4 映 像 検 波 出 力 

110% VDET110 

― (注 P1)

2.0 2.5 3.0 

Vp−p 

最小 EPIFINMIN ― 37 ― 
P I F 入 力 感 度 

最大 EPIFINMAX 100 107 ― 
dBμV

I F  A G C 範 囲 ΔEIFAGC 

― (注 P2)

65 70 ― dB 

同 期 先 端 電 圧 VSYNC 2.6 2.9 3.2 V 

L−SECAM 白 ピ ー ク レ ベ ル VLSW 
― (注 P3)

4.6 4.9 5.2 V 

― VNOIF 4.8 5.2 5.6 無 入 力 時 
出 力 レ ベ ル L-SECAM VNOIFLS 

― (注 P4)
2.2 2.6 3 

V 

微 分 利 得 DG ― 2 5 % 

微 分 位 相 DP 
― (注 P5)

― 2 5 ° 

P I F 出 力 周 波 数 応 答 FRDET ― (注 P6) 5 7 ― MHz

S / N S / NPIF ― (注 P7) 52 55 ― dB 

イ ン タ ー モ ジ ュ レ ー シ ョ ン I107 ― (注 P8) 42 45 ― dB 

最大 VIFAGCMAX 7.3 7.5 ― 
I F  A G C 電 圧 

最小 VFAGCMIN
― (注 P9)

― 3.8 ― 
V 

最大 VRFAGCMAX ― 9 ― 
R F  A G C 電 圧 

最小 VRFAGCMIN
― (注 P10)

― 0.2 0.5 
V 

R F  A G C 可 変 幅 ΔERFAGC ― (注 P11) 35 ― ― dB 

A F T 中 点 電 位 VAFTCEN ― (注 P12) ― 2.5 ― V 

最大 VAFTMAX 4.4 4.8 5.2 
A F T 電 圧 

最小 VAFTMIN 
― (注 P13)

― 0.2 0.5 
V 

A F T 感 度 μAFT ― (注 P14) ― 40 ― kHz / V

P I F  V C O 制 御 感 度 βIFVCO ― (注 P15) ― 1.5 ― MHz / V

High FPIFINH 1 1.5 ― PIF VCO 
引 き 込 み 範 囲 Low FPIFINL 

― (注 P16)
1 1.5 ― 

MHz

P I F 入 力 抵 抗 Zin R (p) ― ― 3 ― kΩ 
P I F 入 力 容 量 Zin C (p) ― 

(注 P17)
― 6 ― pF 
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SIF およびオーディオ系およびオーディオ系およびオーディオ系およびオーディオ系 
(特に指定がない場合特に指定がない場合特に指定がない場合特に指定がない場合, VCC = 9 V (端子端子端子端子 3, 17, 28 およびおよびおよびおよび 52) / 5V (端子端子端子端子 36 およびおよびおよびおよび 46), Ta = 25℃℃℃℃) 

項目 記号 測定

回路
測定条件 最小 標準 最大 単位

5.5MHz / P VAUAC5P 695 927 1236

4.5MHz / P VAUAC4P 649 927 1324音 声 出 力 電 圧 

4.5MHz / N VAUAC4N 

― (注 S1)

350 500 700

mVrms

5.5MHz / P DAUDIOP ― 0.3 1 
音 声 歪 率 

4.5MHz / N DAUDION 
― (注 S2)

― 0.3 1 
% 

5.5MHz / P S / NSIFP 55 60 ― 
オーディオ S  /  N 

4.5MHz / N S / NSIFN 
― (注 S3)

52 58 ― 
dB 

AMR AMR ― (注 S4) 50 60 ― dB 

リ ミ ッ テ ィ ン グ 感 度 ELIM ― (注 S5) ― 35 ― dBμV

High FAUH5P 6.7 8.7 ― 帯 域 幅 
(5.5MHz / PAL) Low FAUL5P 

― (注 S6)
― 3.8 5.4 

High FAUH4N 4.9 6.4 ― 帯 域 幅 
(4.5MHz / NTSC) Low FAUL4N 

― (注 S7)
― 2.8 4 

MHz

S I F 最 大 許 容 入 力 Vin MAX (S) ― 105 110 ― dBμ

S I F A G C 範 囲 RAGC (s) ― 
(注 S8)

55 70 ― dB 

S I F 入 力 抵 抗 Zin R (s) ― ― 10 ― kΩ

S I F 入 力 容 量 Zin C (s) ― 
(注 S9)

― 5 ― pF 
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ビデオ部ビデオ部ビデオ部ビデオ部 
(特に指定がない場合特に指定がない場合特に指定がない場合特に指定がない場合, VCC = 9 V (端子端子端子端子 3, 17, 28 およびおよびおよびおよび 52) / 5V (端子端子端子端子 36 およびおよびおよびおよび 46), Ta = 25℃℃℃℃) 

項目 記号 測定

回路
測定条件 最小 標準 最大 単位

Y 入 力 ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ DRY ― (注 V1) 1.1 1.3 ― Vp−p 

Y 入力ペデスタルクランプ電圧 VYCLP ― (注 V2) 2.5 2.7 2.9 V 

Y 遅 延 時 間 tYDEL ― (注 V3) 500 550 600 ns 

VBRTMAX 3.0 3.4 3.7 

VBRTCEN 2.3 2.6 2.8 ブ ラ イ ト ネ ス 特 性 

VBRTMIN 1.6 1.9 2.1 

V 

ブ ラ イ ト ネ ス デ ー タ 感 度 ΔVBRT 

― (注 V4)

9.4 13.6 16.3 mV / bit

GUCYMAX 10.2 11.6 13.2

GUCYCEN 5.1 6.6 8.3 Y ユ ニ カ ラ ー 特 性 

GUCYMIN 

― (注 V5)

−9.1 −6.9 −5.2

dB 

GSCONMAX 1.8 2.3 2.8 
サ ブ コ ン ト ラ ス ト 特 性 

GSCONMIN
― (注 V6)

−3.0 −3.5 −4.0
dB 

シ ャ ー プ ネ ス ピ ー ク 周 波 数 FSHP ― (注 V7) 3.0 3.3 3.6 MHz

GSHMAX 7.0 12.0 15.0

GSHCEN 2.0 5.0 7.0 シ ャ ー プ ネ ス 
コ ン ト ロ ー ル 特 性 

GSHMIN 

― (注 V8)

−14.0 −11.0 −8.0

dB 

Y 周 波 数 応 答 FRY ― (注 V9) 5.5 ― ― MHz

黒 伸 張 A M P 利 得 GBLEX 1.2 1.4 1.6 ― 

黒 伸 張 ス タ ー ト ポ イ ン ト VBLEX 
― (注 V10)

0.79 0.96 1.14 V 

黒 ピ ー ク 
検 出 レ ベ ル VBLPD ― (注 V11) −50 0 50 mV

W P S レ ベ ル VWPS ― (注 V12) 2.5 2.8 3.2 Vp−p 

GTRAP 358 ― ― −20 dB 
ク ロ マ ト ラ ッ プ 減 衰 量 

GTRAP 443
― (注 V13)

― ― −20 dB 

Y ハ ー フ ト ー ン 特 性 GHTY ― (注 V14) −6.9 −6.0 −5.1 dB 
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クロマ部クロマ部クロマ部クロマ部 
(特に指定がない場合特に指定がない場合特に指定がない場合特に指定がない場合, VCC = 9V (端子端子端子端子 3, 17, 28 およびおよびおよびおよび 52) / 5V (端子端子端子端子 36 およびおよびおよびおよび 46), Ta = 25℃℃℃℃)    

項目 記号 測定

回路
測定条件 最小 標準 最大 単位

VACCL ― 20 30 
A C C 特 性 

VACCH 
― (注 C1)

600 ― ― 
mVp−p

F0T443 ― 5.13 ― MHz
T O F 特 性 (4.43MHz) 

QT443 ― 2.0 ― ― 

F0B443 ― 4.43 ― MHz
B P F 特 性 (4.43MHz) 

QB443 ― 2.0 ― ― 

F0T358 ― 4.28 ― MHz
T O F 特 性 (3.58MHz) 

QT358 ― 2.0 ― ― 

F0B358 ― 3.58 ― MHz
B P F 特 性 (3.58MHz) 

QB358 

― (注 C2)

― 2.0 ― ― 

ク ロ マ 遅 延 時 間 tCDEL 550 600 650 ns 

Y  /  C 間 遅 延 時 間 ΔtY / C 
― (注 C3)

−60 0 60 ns 

GCOLMAX 6.93 8.15 9.37
カ ラ ー 特 性 

GCOLMIN 
― (注 C4)

― ― −20
dB 

C ユ ニ カ ラ ー 特 性 GUCCMIN ― (注 C5) −21.5 −18.8 −16.0 dB 

Δθ443MAX 30 38 46 
T I N T 特 性 (4.43MHz) 

Δθ443MIN −46 −38 −30
deg

Δθ358MAX 30 38 46 
T I N T 特 性 (3.58MHz) 

Δθ358MIN

― (注 C6)

−46 −38 −30
deg

VPR / B 0.45 0.55 0.65
相 対 振 幅 (PAL) 

VPG / B 0.30 0.36 0.42
― 

VPR / B 0.6 0.7 0.8 
相 対 振 幅 (NTSC) 

VPG / B 

― (注 C7)

0.25 0.31 0.37
― 

θPR−B 85 90 95 
相 対 位 相 (PAL) 

θPG−B 230 236 242
deg

θPR−B 86 91 96 
相 対 位 相 (NTSC) 

θPG−B 

― (注 C8)

232 240 245
deg

F4APCP+ 350 500 ― 
A P C 引 き 込 み 範 囲 (4.43MHz) 

F4APCP− 350 500 ― 
Hz 

F4APCH+ 350 500 ― 
A P C 保 持 範 囲 (4.43MHz) 

F4APCH− 350 500 ― 
Hz 

F3APCP+ 350 500 ― 
A P C 引 き 込 み 範 囲 (3.58MHz) 

F3APCP− 350 500 ― 
Hz 

F3APCH+ 350 500 ― 
A P C 保 持 範 囲 (3.58MHz) 

F3APCH− 

― (注 C9)

350 500 ― 
Hz 

A P C 制 御 感 度 (4.43MHz) β443 0.8 1.0 1.2 Hz / mV

A P C 制 御 感 度 (3.58MHz) β358 
― (注 C10)

0.7 0.9 1.1 Hz / mV
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項目 記号 測定

回路
測定条件 最小 標準 最大 単位

VPALIDON 1.0 3.0 5.0 
P A L  I D 感 度  (通常モード) 

VPALIDOFF 1.0 3.0 5.0 
mVp−p

VNTIDON 0.4 0.8 1.2 
N T S C  I D 感 度  (通常モード) 

VNTIDOFF 0.4 0.8 1.2 
mVp−p

VNTIDLON 2 4 6 
N T S C  I D 感  度  (low モード) 

VNTIDLOFF

― (注 C11)

2 4 6 
mVp−p

VIDH ― 2.9 3.2 3.5 
I D 出 力 レ ベ ル 

VIDL  
(注 C12)

1.5 1.8 2.1 
V 

SECAM ID 検 出 電 流 ISECAM ― (注 C13) 50 70 150 μA

SECAM ID 検 出 電 流  ( 強 ) ISECAM−S ― (注 C14) 220 300 380 μA

f s c  C W 出 力 レ ベ ル VCW ― (注 C15) 0.35 0.50 0.70 Vp−p 

VSCR 0 20 40 

VSCG 0 20 40 R G B 出 力 残 留 副 搬 送 波 

VSCB 

― (注 C16)

0 20 40 

mVp−p

C ハ ー フ ト ー ン 特 性 GHTC ― (注 C17) −6.9 −6.0 −5.1 dB 

f03 −200 0 200

f04 −200 0 200

f0M −200 0 200
フ リ ー ラ ン 周 波 数 

f0N 

― (注 C18)

−200 0 200

Hz 
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テキスト部テキスト部テキスト部テキスト部 
(特に指定がない場合特に指定がない場合特に指定がない場合特に指定がない場合, VCC = 9V (端子端子端子端子 3, 17, 28 およびおよびおよびおよび 52) / 5V (端子端子端子端子 36 およびおよびおよびおよび 46), Ta = 25℃℃℃℃) 

項目 記号 測定

回路
測定条件 最小 標準 最大 単位

V − B L K パ ル ス 出 力 レ ベ ル VVBLK 0.5 1.0 1.5 V 

H − B L K パ ル ス 出 力 レ ベ ル VHBLK 
― (注 T1)

0.5 1.0 1.5 V 

R G B 出 力 黒 レ ベ ル 
(0IRE DC) VBLACK ― (注 T2) 2.35 2.60 2.85 V 

R G B 出 力 白 レ ベ ル 
(100IRE AC) VWHITE ― (注 T3) ― 2.50 ― Vp−p 

ΔVCUT+ 0.58 0.65 0.72
カ ッ ト オ フ 電 圧 可 変 範 囲 

ΔVCUT− 
― (注 T4)

−0.72 −0.65 −0.58
V 

GDR+ 3.0 3.5 4.0 
ド ラ イ ブ 調 整 可 変 範 囲 

GDR− 
― (注 T5)

−6.0 −5.5 −5.0
dB 

VABCLH 5.9 6.0 6.1 
A B C L 調 整 可 変 範 囲 

VABCLL 5.4 5.5 5.6 
V 

A C L 利 得 GACL 

― (注 T6)

−16.5 −15 −13.5 dB 

VABLP1 −0.06 −0.01 0.04

VABLP2 −0.16 −0.11 −0.06

VABLP3 −0.35 −0.30 −0.25
A B L ポ イ ン ト 

VABLP4 

― (注 T7)

−0.47 −0.42 −0.37

V 

VABLG1 −0.17 −0.12 −0.07

VABLG2 −0.42 −0.37 −0.32

VABLG3 −0.69 −0.64 −0.59
A B L 利 得 

VABLG4 

― (注 T8)

−0.79 −0.74 −0.69

V 

ア ナ ロ グ R G B 
ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ DRTX ― (注 T9) 0.5 ― ― Vp−p 

MAX. GTXCMAX 0.85 1.00 1.20

CEN. GTXCCEN 0.50 0.59 0.71ア ナ ロ グ R G B 
コントラスト調整特性 

MIN. GTXCMIN 

― (注 T10)

0.08 0.10 0.12

Vp−p 

MAX. VTXBRMAX 3.0 3.4 3.7 

CEN. VTXBRCEN 2.3 2.6 2.8 ア ナ ロ グ R G B 
ブライトネス調整特性 

MIN. VTXBRMIN

― (注 T11)

1.6 1.9 2.1 

V 

ア ナ ロ グ R G B モ ー ド 
切 り 替 え レ ベ ル VYS ― (注 T12) 0.6 0.8 1.0 V 

τRYS ― 25 100

tPRYS ― 30 100

τFYS ― 10 100
アナログ R G B モード伝達特性 

tPFYS 

― (注 T13)

― 25 100

ns 

ア ナ ロ グ R G B → 
T V へ の ク ロ ス ト ー ク CTTX−TV ― (注 T14) ― −55 −50 dB 

T V → ア ナ ロ グ R G B へ の 
ク ロ ス ト ー ク CTTV−TX ― (注 T15) ― −55 −50 dB 
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項目 記号 測定

回路
測定条件 最小 標準 最大 単位

R VROUT 1.0 1.2 1.4 

G VGOUT 0.45 0.60 0.75R G B 出 力 振 幅

B VBOUT 

― (注 T16)

2.0 2.2 2.4 

Vp−p 

VSECBMAX 210 245 280

― ― ― ― 

VSECRMAX 133 154 175

mV

VSECBMIN −320 −280 −240

S E C A M 黒 レ ベ ル 
調 整 特 性 

VSECRMIN −200 −176 −152
mV

ΔVSECB 30 35 40 S E C A M 黒 レ ベ ル 
調 整 デ ー タ 感 度 ΔVSECR 

― (注 T17)

19 22 25 
mV

GBS −2.4 −0.5 1.1 S E C A M 黒 レ ベ ル 
調 整 モ ー ド ゲ イ ン GRS 

― (注 T18)
−2.4 −0.5 1.1 

dB 

S E C A M 黒 レ ベ ル 調 整 モ ー ド 
ア ナ ロ グ R G B モ ー ド 
切 り 替 え レ ベ ル 

VYSS ― (注 T19) 0.6 0.8 1.0 V 

ハ ー フ ト ー ン モ ー ド 
切 り 替 え レ ベ ル VYM1 ― 0.6 0.8 1.0 V 

ハ ー フ ト ー ン⇒ ア ナ ロ グ R G B 
モ ー ド 切 り 替 え レ ベ ル VYM2 ― 

(注 T20)
2.2 2.4 2.6 V 

τRYM1 ― 25 100

tPRYM1 ― 30 100

τFYM1 ― 10 100
ハ ー フ ト ー ン モ ー ド 
伝 達 特 性 

tPFYM1 

― 

― 25 100

ns 

τRYM2 ― 25 100

tPRYM2 ― 30 100

τFYM2 ― 10 100
ハ ー フ ト ー ン⇒ ア ナ ロ グ R G B 
モ ー ド 伝 達 特 性 

tPFYM2 

― 

(注 T21)

― 25 100

ns 

R G B 出 力 電 圧 3 軸 間 差 ΔVbct ― (注 T22) ― 0 40 mV

R G B 出 力 振 幅 3 軸 間 差 ΔVa ― (注 T23) ― 0 10 mV
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1H DL 部部部部 
(特に指定がない場合特に指定がない場合特に指定がない場合特に指定がない場合, VCC = 9V (端子端子端子端子 3, 17, 28 およびおよびおよびおよび 52) / 5V (端子端子端子端子 36 およびおよびおよびおよび 46), Ta = 25℃℃℃℃) 

項目 記号 測定

回路
測定条件 最小 標準 最大 単位

DRBDR 端子 37～20 0.8 1.2 ― 1H DL ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ 
(ダイレクト) DRRDR 

― 
端子 38～18 0.8 1.2 ― 

V 

DRBDL 端子 37～20 0.8 1.2 ― 1H DL ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ 
(ディレイ) DRRDL 

― 
端子 38～18 0.8 1.2 ― 

V 

DRBDRDL 端子 37～20 0.9 1.2 ― 1H DL ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ 
(ダイレクト+ディレイ) DRRDRDL 

― 
端子 38～18 0.9 1.2 ― 

V 

FRBDR 700kHz において −3.0 −2.0 0.5 
周 波 数 応 答 (ダイレクト) 

FRRDR 
― 

700kHz において −3.0 −2.0 0.5 
dB 

FRBDL 700kHz において −8.2 −6.5 −4.3
周 波 数 応 答 (ディレイ) 

FRRDL 
― 

700kHz において −8.2 −6.5 −4.3
dB 

GBDR 端子 37～20 −2.0 −0.5 2.0 
A C 利 得 (ダイレクト) 

GRDR 
― 

端子 38～18 −2.0 −0.5 2.0 
dB 

GBDL 端子 37～20 −2.4 −0.5 1.1 
A C 利 得 (ディレイ) 

GRDL 
― 

端子 38～18 −2.4 −0.5 1.1 
dB 

ΔGBDR / DL GBDR−GBDL −1.0 0.0 1.0 
ダイレクト/ディレイ A C 利得差 

ΔGRDR / DL
― 

GRDR−GRDL −1.0 0.0 1.0 
dB 

TBDL 端子 37～20 63.7 64.0 64.4
1H 遅 延 時 間 

TRDL 
― 

端子 38～18 63.7 64.0 64.4
μs 
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DEF 部部部部 
(特に指定がない場合特に指定がない場合特に指定がない場合特に指定がない場合, VCC = 9V (端子端子端子端子 3, 17, 28 およびおよびおよびおよび 52) / 5V (端子端子端子端子 36 およびおよびおよびおよび 46), Ta = 25℃℃℃℃) 

項目 記号 測定

回路
測定条件 最小 標準 最大 単位

50Hz T50AFCOFF ― 309−8 ― 
A F C マ ス ク 期 間

60Hz T60AFCOFF
― (注 D1)

― 262−10 ― 
H 

水 平 出 力 発 振 開 始 電 圧 VHON ― (注 D2) 4.8 5.3 5.9 V 

水 平 出 力 パ ル ス デ ュ ー テ ィ WHOUT ― (注 D3) 38.5 40.5 42.5 % 

A F C マ ス ク モ ー ド 
水 平 出 力 周 波 数 FHAFCOFF ― (注 D4) 15.585 15.734 15.885 kHz

50Hz FH50FR 15.745 15.625 15.775
水 平 フ リ ー ラ ン 周 波 数

60Hz FH60FR 
― (注 D5)

15.585 15.734 15.885
kHz

MAX. FHMAX 16.500 16.700 16.900
水 平 出 力 周 波 数 可 変 範 囲

MIN. FHMIN 
― (注 D6)

14.700 15.000 15.300
kHz

水 平 発 振 周 波 数 制 御 感 度 βHAFC ― (注 D7) 2.0 2.5 3.0 Hz / mV

FHPH 500 ― ― 
水 平 引 き 込 み 範 囲 

FHPL 
― (注 D8)

500 ― ― 
Hz 

VHOUTH 4.0 4.4 4.8 
水 平 出 力 電 圧 

VHOUTL 
― (注 D9)

― 0.15 0.30
V 

水 平 出 力 周 波 数 電 源 電 圧 依存 性 ΔFHVCC ― (注 D10) −20 0 20 Hz / V

F B P 位 相 PHFBP 2.3 2.5 2.7 

水 平 同 期 位 相 PHHSYNC 
― (注 D11)

0.2 0.3 0.4 
μs

水 平 画 面 位 相 
調 整 可 変 範 囲 ΔPHHPOS ― (注 D12) 5.5 6.0 6.5 μs

A F C − 2 パ ル ス し き い 値 
電 圧 レ ベ ル VAFC2 (注 D13) 3.1 3.5 3.9 

水 平 ブ ラ ン キ ン グ 
パ ル ス し き い 値 VHBLK 

― 
(注 D14) 0.8 1.1 1.4 

V 

PHBPDET 7.5 8.0 8.5 黒 ピ ー ク 検 出 停 止 期 間 
(H) WBPDET 

― (注 D15)
13.0 13.5 14.0

μs

ク ラ ン プ パ ル ス 開 始 位 相 PHCP 2.8 3.0 3.2 

ク ラ ン プ パ ル ス 幅 WCP 
― (注 D16)

5.6 5.8 6.0 
μs

ゲ ー ト パ ル ス 開 始 位 相 PHGP 2.7 2.9 3.1 

ゲ ー ト パ ル ス 幅 WGP 
― (注 D17)

1.8 2.0 2.2 
μs

同 期 出 力 l o w レ ベ ル VSYNCL ― (注 D18) 0.0 0.3 0.5 V 

垂 直 発 信 開 始 電 圧 VVON ― (注 D19) 4.7 5.0 5.3 V 

自動 FVAUFR 40 45 50 
垂 直 フ リ ー ラ ン 周 波 数

60Hz FV60FR 
― (注 D20)

48 53 58 
Hz 

50Hz T50GPM ― 308−9 ― ゲ ー ト パ ル ス
V マ ス ク 期 間 60Hz T60GPM 

― (注 D21)
― 261−10 ― 

H 

横 一 モ ー ド 時 
V R A MP  D C レ ベ ル VNOVRAMP ― (注 D22) 3.0 3.2 3.4 V 

FVPAUL ― 224.5 ― 
垂 直 引 き 込 み 範 囲  (AUTO) 

FVPAUH ― 353 ― 

FVP60L ― 224.5 ― 
垂 直 引 き 込 み 範 囲  (60Hz) 

FVP60H 

― (注 D23)

― 297 ― 

H 
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項目 記号 測定

回路
測定条件 最小 標準 最大 単位

TV313 ― 313 ― 
固 定 モ ー ド 時 垂 直 期 間 

TV263 
― (注 D24)

― 263 ― 
H 

50Hz PH50VBLK 44 46 48 
V−BLK 開 始 位 相

60Hz PH60VBLK 44 46 48 
μs

50Hz W50VBLK ― 23 ― 
V−BLK 幅

60Hz W60VBLK 

― (注 D25)

― 21 ― 
H 

50Hz W50PM ― 304−29 ― 
映 像 ミ ュ ー ト 期 間

60Hz W60PM 
― (注 D26)

― 257−28 ― 
H 

VSCPH 7.70 8.00 8.30

VSCPM 4.00 4.30 4.60サ ン ド キ ャ ッ ス ル 
パ ル ス レ ベ ル 

VSCPL 

― (注 D27)

2.25 2.55 2.85

V 

垂 直 ラ ン プ 振 幅 VVRAMP ― (注 D28) 1.50 1.67 1.83 Vp−p 

垂 直 A M P 利 得 GVAMP 22 25 28 dB 

垂 直 A M P 最 大 出 力 電 圧 VVOMAX 2.5 3.0 3.5 V 

垂 直 A M P 最 小 出 力 電 圧 VVOMIN 

― (注 D29)

― 0.0 0.3 V 

垂 直 A M P 最 大 出 力 電 流 IVOMAX ― (注 D30) 11 14 17 mA

垂 直 N F B 振 幅 VNFB 1.50 1.67 1.83 Vp−p 

ΔVVRAMPH 36 40 44 
垂 直 振 幅 可 変 範 囲 

ΔVVRAMPL

― (注 D31)

−44 −40 −36
% 

ΔVLIN1+ −17 −14 −11

ΔVLIN1− 13 16 19 

ΔVLIN2+ 14.5 17.5 20.5
垂 直 リ ニ ア リ テ ィ 可 変 範 囲 

ΔVLIN2− 

― (注 D32)

−23 −20 −17

% 

ΔVS1+ −14 −12 −10

ΔVS1− 10 12 14 

ΔVS2+ −18 −15 −12
垂 直 S 字 補 正 可 変 範 囲 

ΔVS2− 

― (注 D33)

12 15 18 

% 

IVAGCH 440 550 660 μA
V−AGC 電 流 

IVAGCL 
― (注 D34)

100 120 140 μA

バ ー チ カ ル ・ ガ ー ド 電 圧 VVG ― (注 D35) 1.80 2.00 2.20 V 

B G P 位 相 ΔBGP ― (注 D36) 1.45 1.50 1.55 μs
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項目 記号 測定

回路
測定条件 最小 標準 最大 単位

垂 直 E H T 補 正 量 VEHT ― (注 D37) 4 5 6 % 

E−W 最大 DC 値 (Picture Width) V35H ― 4.9 5.0 5.1 V 

E−W 最小 DC 値 (Picture Width) V35L ― 
(注 D38)

2.75 3.0 3.25 V 

E−W パラボラ最大値  (Parabola) VPBH ― (注 D39) 0.9 1.1 1.3 Vp−p 

E−W コ ー ナ ー 補 正  (Corner) VCR ― (注 D40) 0.31 0.4 0.49 Vp−p 

E−W 台 形 補 正 VTR ― (注 D41) ±5.2 ±6.5 ±7.8 % 

E−W パラボラ E H T 補正変動量 VEHP ― (注 D42) 4.0 6.0 8.0 % 

E−W  D C  E H T  補 正 変 動 量 VEHD ― (注 D43) 0.32 0.4 0.48 V 

E−W  A M P  出 力 抵 抗 REW ― (注 D44) 80 100 120 Ω 
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測定条件測定条件測定条件測定条件 
PIF 部部部部 
(特に指定がない場合特に指定がない場合特に指定がない場合特に指定がない場合, VCC = 9V (端子端子端子端子 3, 17, 28 およびおよびおよびおよび 52) / 5V (端子端子端子端子 36 およびおよびおよびおよび 46), Ta = 25℃℃℃℃) 

注 項目 / 記号 バス条件 測定方法 

P1 
映像検波出力 
/ VDET875 
/ VDETLS 
/ VDET110 

RF AGC : 0 以外 
PIF VCO : 調整 
Vi Pol : 0 / 1 
その他 : プリセット 

(1) 38.9MHz、87.5%、90dBμV AM 変調白信号を端子 6 に
入力する。 

(2) PIF VCO を調整して AFT 電圧を 2.5V にする。 
(3) 端子 47 (Vi Pol : 0) で PIF 検波出力の振幅を測定。 

(VDET875) 
(4) 38.9MHz、90dBμV、87.5%AM 変調白信号を端子 6 に

入力する。 
(5) 端子 47 (Vi Pol : 1) で PI 検波出力の振幅を測定。 

(VDETLS) 
(6) 38.9MHz、90dBμV、110% AM 変調白信号を端子 6 に

入力する。 
(7) 端子 47 (Vi Pol : 0) で PIF 検波出力の振幅を測定。 

(VDET110) 

PIF 入力感度 
/ EPIFINMIN 
/ EPIFINMAX 

P2 
IF AGC 範囲 
/ ΔEIFAGC 

RF AGC : 0 以外 
PIF VCO : 調整 
その他 : プリセット 

(1) 38.9MHz、90dBμV、87.5% AM 変調白信号を端子 6 に
入力する。 

(2) PIF VCO を調整して AFT 電圧を 2.5V にする。 
(3) IF 入力レベルを減少させ、PIF 検波出力振幅が VDET875

に対して−3dB となる入力レベルを測定。 
(EPIFINMIN) 

(4) IF 入力レベルを増加させ、PIF 検波出力振幅が VDET875
に対して−0.5dB となる入力レベルを測定 
(EPIFINMAX) 

(5) 次の式を計算する。 
“ΔEIFAGC”= EPIFINMAX−EPIFINMIN 

PIF 検波同期チップレベル 
/ VSYNC 

P3 
L−SECAM 白ピークレベル 
/ VLSW 

RF AGC : 0 以外 
PIF VCO : 調整 
Vi Pol : 0 / 1 
その他 : プリセット 

(1) 38.9MHz、90dBμV、無変調信号を端子 6 に入力する。

(2) PIF VCO を調整して AFT 電圧を 2.5V にする。 
(3) 端子 47 (Vi Pol : 0) で DC レベルを測定。(VSYNC) 
(4) 端子 47 (Vi Pol : 1) で DC レベルを測定。(VLSW) 

P4 
無入力時出力レベル 
/ VNOIF 
/ VNOIFLS 

RF AGC : 0 以外 
Vi Pol : 0 / 1 
その他 : プリセット 

(1) 端子 6 または 7 を GND に接続する。 
(2) 端子 9 に 3.0V を印加する。 
(3) 端子 47 (Vi Pol : 0) で DC レベルを測定。(VNOIF) 
(4) 端子 47 (Vi Pol : 1) で DC レベルを測定。(VNOIFLS) 

微分利得 
/ DG 

P5 
微分位相 
/ DP 

RF AGC : 0 以外 
PIF VCO : 調整 
その他 : プリセット 

(1) 38.9MHz、90dBμV、87.5% AM 変調ビデオ信号を端子
6 に入力する。 

(2) PIF VCO を調整して AFT 電圧を 2.5V にする。 
(3) 端子 47 出力の“DG”および“DP”を測定する。 
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注 項目 / 記号 バス条件 測定方法 

P6 PIF 出力周波数応答 
/ FRDET 

RF AGC : 0 以外 
PIF VCO : 調整 
その他 : プリセット 

(1) 38.9MHz、90dBμV、87.5% AM 変調スイープビデオ信
号を端子 6 に入力する。 

(2) PIF VCO を調整して AFT 電圧を 2.5V にする。 
(3) 端子 9 の DC レベルを測定し、端子 9 をその値で固定す

る。 
(4) PIF 検波出力信号について、振幅 (同期なし) が 10kHz

の周波数の振幅に対して−3dB になる周波数を測定。 
(FRDET) 

P7 S / N 
/ S / NPIF 

RF AGC : 0 以外 
PIF VCO : 調整 
その他 : プリセット 

(1) 38.9MHz、90dBμV、無変調信号を端子 6 に入力する。

(2) PIF VCO を調整して AFT 電圧を 2.5V にする。 
(3) PIF 検波出力の振幅を測定。 (VN) 
(4) 次の式を計算する。 

“S / NPIF”= 20* og�  (VDET875 / VN) 

P8 インターモジュレーション 
/ I107 

RF AGC : 0 以外 
PIF VCO : 調整 
その他 : プリセット 

(1) 以下の 3 つの信号からなる信号を端子 6 に入力する。
38.9MHz / 90dBμV,  
34.47MHz / 84dBμV 
33.4MHz / 84dBμV 

(2) PIF VCO を調整して AFT 電圧を 2.5V にする。 
(3) 端子 9 の電圧を調整して PIF 検波出力のボトムを

VSYNC と等しくする。 
(4) 4.43MHzレベル (= 0dB) に対して1.07MHzレベルを測

定。(I107) 

P9 
IF AGC 電圧 
/ VIFAGCMAX 
/ VIFAGCMIN 

RF AGC : 0 以外 
PIF VCO : 調整 
その他 : プリセット 

(1) 端子 6 または 7 を GND に接続する。 
(2) 端子 9 の電圧を測定。 (VIFAGCMAX) 
(3) 38.9MHz、107dBμV、無変調信号を端子 6 に入力する。

(4) PIF VCO を調整して AFT 電圧を 2.5V にする。 
(5) 端子 9 の電圧を測定。(VIFAGCMIN) 

P10 
RF AGC 電圧 
/ VRFAGCMIN 
/ VRFAGCMAX 

RF AGC : 0 以外 
PIF VCO : 調整 
その他 : プリセット 

(1) 38.9MHz、90dBμV、無変調信号を端子 6 に入力する。

(2) PIF VCO を調整して AFT 電圧を 2.5V にする。 
(3) RF AGC を調整して端子 9 の電圧を 4.5V にする。 
(4) IF 入力レベルを 107dBμV に上げる。 
(5) 端子 8 の電圧を測定。(VRFAGCMIN) 
(6) 端子 6 または 7 を GND に接続する。 
(7) 端子 8 の電圧を測定。(VRFAGCMAX) 

 



TB1240AN 

2001-03-01  46/82 

 

注 項目 / 記号 バス条件 測定方法 

P11 RF AGC 可変幅 
/ ΔERFAGC 

RF AGC : 1 / 63 
PIF VCO : 調整 
その他 : プリセット 

(1) 38.9MHz、90dBμV、無変調信号を端子 6 に入力する。

(2) PIF VCO を調整して AFT 電圧を 2.5V にする。 
(3) RF AGC を 1 に設定する。 
(4) IF 入力レベルを下げ、端子 8 の電圧が 4.5V の点で入力

レベルを測定。 (ERFAGCMIN) 
(5) RF AGC を 63 に設定する。 
(6) IF 入力レベルを上げ、端子 8 の電圧が 4.5V の点で入力

レベルを測定。 (ERFAGCMAX) 
(7) 次の式を計算する。 

“ΔERFAGC”= ERFAGCMAX−ERFAGCMIN 

P12 AFT 中点電位 
/ VAFTCEN 

RF AGC : 0 以外 
その他 : プリセット 

(1) 端子 6 または 7 を GND に接続する。 
(2) 端子 9 に 3V を印可する。 
(3) 端子 4 の電圧を測定。(VAFTCEN) 

P13 
AFT 電圧 
/ VAFTMAX 
/ VAFTMIN 

RF AGC : 0 以外 
PIF VCO : 調整 
その他 : プリセット 

(1) 38.9MHz、90dBμV、87.5% AM 変調ビデオ信号を端子
6 に入力する。 

(2) PIF VCO を調整して AFT 電圧を 2.5V にする。 
(3) 37.9MHz、90dBμV、87.5% AM 変調ビデオ信号を端子

6 に入力する。 
(4) 端子 4 の電圧を測定。(VAFTMAX) 
(5) 39.9MHz、90dBμV、87.5% AM 変調ビデオ信号を端子

6 に入力する。 
(6) 端子 4 の電圧を測定。(VAFTMIN) 

P14 AFT 感度 
/ μAFT 

RF AGC : 0 以外 
PIF VCO : 調整 
その他 : プリセット 

(1) 38.9MHz、90dBμV、無変調信号を端子 6 に入力する。

(2) PIF VCO を調整して AFT 電圧を 2.5V にする。 
(3) 入力周波数を±20kHz に変更したとき、端子 4 の電圧の

変化を測定。(ΔVAFT) 
(4) 次の式を計算する。“μAFT”= 40 / ΔVAFT 

P15 PIF VCO 制御感度 
/ βIFVCO 

RF AGC : 0 以外 
PIF VCO : 調整 
その他 : プリセット 

(1) 38.9MHz、90dBμV、無変調信号を端子 6 に入力する。

(2) PIF VCO を調整して AFT 電圧を 2.5V にする。 
(3) 端子 48 の電圧を測定。(VLOOP389) 
(4) 38.7MHz、90dBμV、無変調信号を端子 6 に入力する。

(5) 端子 48 の電圧を測定。(VLOOP387) 
(6) 次の式を計算する。 

“βIFVCO”= 0.2 / (VLOOP387−VLOOP389) 
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注 項目 / 記号 バス条件 測定方法 

P16 
PIF VCO 引き込み範囲 
/ FPIFINH 
/ FPIFINL 

RF AGC : 0 以外 
PIF VCO : 調整 
その他 : プリセット 

(1) 45MHz、90dBμV、87.5%変調ビデオ信号を端子 6 に入
力する。 

(2) PIF VCO を調整して AFT 電圧を 2.5V にする。 
(3) IF 入力レベルを減少させて、検出されたビデオ信号が端

子 47 上に現れた点で周波数を測定。(FPIFINH) 
(4) 30MHz、90dBμV、87.5%変調ビデオ信号を端子 6 に入

力する。 
(5) IF 入力レベルを増加させて、検出されたビデオ信号が端

子 47 上に現れた点で周波数を測定。(FPIFINL) 

P17 PIF 入力抵抗 / Zin R (p) 
PIF 入力容量 / Zin C (p) 

すべて : プリセット 

(1) 端子 6、7 からすべて接続を取り外す。 
(2) インピーダンスメータで端子 6、7 間の抵抗値を測定す

る。 (Zin R (p)) 
端子 6、7 間の容量値を測定する。 (Zin C (p)) 
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SIF および音声部および音声部および音声部および音声部 
(特に指定がない場合特に指定がない場合特に指定がない場合特に指定がない場合, VCC = 9V (端子端子端子端子 3, 17, 28 およびおよびおよびおよび 52) / 5V (端子端子端子端子 36 およびおよびおよびおよび 46), Ta = 25℃℃℃℃) 

注 項目 / 記号 バス条件 測定方法 

S1 
音声出力電圧 
/ VAUAC5P 
/ VAUAC4P 
/ VAUAC4N 

DC NF speed : 1 
Au 利得 : 0 / 1 
AF−G : 0 / 1 
その他 : プリセット

(1) 5.5MHz、90dBμV FM 変調信号 (fm = 400Hz、25kHz / 
devi) を端子 53 に入力する。 

(2) 端子 2 の出力振幅を測定。 
(VAUAC5P) 
(Au 利得 : 0、AF−G : 0) 

(3) 4.5MHz、90dBμV FM 変調信号 (fm = 400Hz、25kHz / 
devi) を端子 53 に入力する。 

(4) 端子 2 の出力振幅を測定する。 
(VAUAC4P) 
(Au 利得 : 0、AF−G : 0) 

(5) 4.5MHz、90dBμV FM 変調信号 (fm = 400Hz、25kHz / 
devi) を端子 53 に入力する。 

(6) 端子 2 の出力振幅を測定。 
(VAUAC4N) 
(Au 利得 : 1, AF−G : 1) 

S2 音声出力歪率 
/ DAUDIO 

DC NF speed : 1 
その他 : プリセット

(1) 5.5MHz、90dBμV FM 変調信号 (fm = 400Hz、25kHz / 
devi) を端子 53 に入力する。 

(2) 端子 2 の出力の歪率を測定。 
(DAUDIOP) 

(3) 4.5MHz、90dBμV FM 信号 (400Hz を 25kHz の偏差で
変調する) を端子 53 に入力する。 

(4) 端子 2 の出力の歪率を測定。 
(DAUDION) 

S3 音声 S / N 
/ S / NSIF 

DC NF speed : 1 
その他 : プリセット

(1) 5.5MHz、90dBμV 無変調信号を端子 53 に入力する。

(2) 端子 2 の出力振幅を測定。 
(VNOAUACP) 

(3) 次の式を計算する。 
“S / NSIFP”= 20* og�  (VAUAC5P / VNOAUACP) 

(4) 4.5MHz、90dBμV 無変調信号を端子 53 に入力する。

(5) 端子 2 の出力振幅を測定。 
(VNOAUACN) 

(6) 次の式を計算する。 
“S / NSIFN”= 20* og�  (VAUAC5P / VNOAUACN) 

S4 AMR 
/ AMR 

DC NF speed : 1 
その他 : プリセット

(1) 5.5MHz、90dBμV AM 信号 (400 Hz、30%) を端子 53
に入力する。 

(2) 端子 2 の出力振幅を測定。 
(VAMAU) 

(3) 次の式を計算する。 
“AMR”= 20* og�  (VAUAC5P / VAMAU) 
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注 項目 / 記号 バス条件 測定方法 

S5 リミッティング感度 
/ ELIM 

DC NF speed : 1 
その他 : プリセット

(1) 5.5MHz、90dBμV FM 信号 (fm = 400Hz、50kHz / devi) 
を端子 53 に入力する。 

(2) 入力レベルを下げ、端子 2 の出力振幅が VAUAC5P に対
して−3dB になる入力レベルを測定。(ELIM) 

S6 
帯域特性 
(5.5MHz / PAL) 
/ FAUH5P 
/ FAUL5P 

DC NF speed : 1 
その他 : プリセット

(1) 5.5MHz、90dBμV FM 信号 (fm = 400Hz、25kHz / devi) 
を端子 53 に入力する。 

(2) 入力周波数を増加させ、端子 2 の出力が VAUAC5P に対
して−3dB になる周波数を測定。(FAUH5P) 

(3) 入力周波数を減少させ、端子 2 の出力が VAUAC5P に対
して−3dB になる周波数を測定。(FAUL5P) 

S7 
帯域特性 
(4.5MHz / NTSC) 
/ FAUH4N 
/ FAUL4N 

DC NF speed : 1 
Au 利得 : 1 
AF−G : 1 
その他 : プリセット

(1) 4.5MHz、90dBμV FM 信号 (fm = 400Hz、25kHz / devi) 
を端子 53 に入力する。 

(2) 入力周波数を増加させ、端子 2 の出力が VAUAC4N に対
して−3dB になる周波数を測定。(FAUH4N) 

(3) 入力周波数を減少させ、端子 2 の出力が VAUAC4N に対
して−3dB になる周波数を測定。(FAUL4N) 

S8 

SIF 最大許容入力  
/ Vin MAX (S) 
 
SIF AGC 範囲 
/ RAGC (s) 

すべて : プリセット

(1) 38.9MHz、85dBμの連続波を端子 6 に 33.4MHz、75dB
μの連続波を端子 4 に入力する。 

(2) 端子 55 の出力波形の振幅を測定する。(V02ndIF) 
(3) 端子 4 からの入力信号の振幅を増加させ、端子 55 の出

力振幅が V02ndIF に対し+3dB となる振幅を測定する。
(Vin MAX (S) ) 

(4) 端子 4 からの入力信号の振幅を減少させ端子 55 の出力
振幅がV02ndIFに対し−3dBとなる振幅を測定する。(Vin 
MIN (S) ) 

(5) RAGC (s) = Vin MAX (S)−Vin MIN (S) 

S9 SIF 入力抵抗 / Zin R (S)  
SIF 入力容量 / Zin C (S) 

すべて : プリセット

(1) 端子 4 からすべての接続を取り外す。 
(2) インピーダンスメータで端子 4、5 間の抵抗値を測定す

る。(Zin R (S) ) 
端子 4、5 間の容量値を測定する。(Zin C (S) ) 
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ビデオ部ビデオ部ビデオ部ビデオ部 
(特に指定がない場合特に指定がない場合特に指定がない場合特に指定がない場合, VCC = 9V (端子端子端子端子 3, 17, 28 およびおよびおよびおよび 52) / 5V (端子端子端子端子 36 およびおよびおよびおよび 46), Ta = 25℃℃℃℃) 

注 項目 / 記号 バス条件 測定方法 

V1 Y 入力ダイナミックレンジ 
/ DRY 

ユニカラー 
 : 32 
ブライトネス 
 : 0 
カラー : 0 
その他 : プリセット 

(1) 同期をとって白ラスターを端子 43 および 39 に入力す
る。 

(2) 端子 39 入力振幅を増加させ、端子 18 出力がクリップす
る振幅 (同期を含む) を測定する。 
(DRY) 

V2 
Y 入力ペデスタルクランプ
電圧 
/ VYCLP 

すべて : プリセット 

(1) 複合映像信号を端子 43 に入力する。 
(2) 端子39を1μFのコンデンサを介してGNDに接続する。

(3) 端子 39 の DC 電圧を測定する。 
(VYCLP) 

V3 Y 遅延時間 
/ tYDEL 

ユニカラー 
 : 63 
カラー : 0 
その他 : プリセット 

(1) 同期をとって2Tパルスを端子43および39に入力する。

(2) 端子 18 出力を観測し、端子 39 と端子 18 の間の遅延時
間を測定する。(tYDEL) 

ブライトネス特性 
/ VBRTMAX 
/ VBRTCEN 
/ VBRTMIN V4 

ブライトネスデータ感度 
/ ΔVBRT 

ブライトネス 
 : 0 / 64 / 127 
カラー : 0 
その他 : プリセット 

(1) 0IRE 信号を端子 43 および 39 に入力する。 
(2) ブライトネスを 127 / 64 / 0に設定し端子 18の絵柄期間

の DC レベルを測定する。 
(VBRTMAX / VBRTCEN / VBRTMI) 

(3) 次の式を計算する。 
“ΔVBRT”= (VBRTMAX−VBRTMIN) / 127 

V5 
Y ユニカラー特性 
/ GUCYMAX 
/ GUCYCEN 
/ GUCYMIN 

ユニカラー 
 : 0 / 32 / 63 
カラー : 0 
その他 : プリセット 

(1) 50IRE (0.357V) 白ラスターを端子 43 および 39 に入力
する。 

(2) ユニカラーを 63 / 32 / 0 に設定し端子 18 の絵柄期間振
幅を測定する。(VUCYMAX / VUCYCEN / VUCYMIN) 

(3) 次の式を計算する。 
“GUCYMAX”= 20* og�  (VUCYMAX / 0.357) 
“GUCYCEN”= 20* og�  (VUCYCEN / 0.357) 
“GUCYMIN”= 20* og�  (VUCYMIN / 0.357) 

V6 
サブコントラスト特性 
/ GSCONMAX 
/ GSCONMIN 

サブコントラスト 
 : 0 / 8 / 15 
ユニカラー 
 : 63 
カラー : 0 
その他 : プリセット 

(1) 50IRE (0.357V) 白ラスターを端子 43 および 39 に入力
する。 

(2) サブコントラストを 15 / 8 / 0 に設定し端子 18 の絵柄期
間振幅を測定する。 
(VSCONMAX / VSCONCEN / VSCONMIN) 

(3) 次の式を計算する。 
“GSCONMAX”= 20* og�  (VSCONMAX / VSCONCEN) 
“GSCONMIN”= 20* og�  (VSCONMIN / VSCONCEN) 

V7 
シャープネスピーキング周
波数 
/ FSHP 

シャープネス 
 : 63 
ユニカラー 
 : 63 
カラー : 0 
その他 : プリセット 

(1) 0.5Vp−p のスイープ信号を端子 43 および 39 に入力す
る。 

(2) 端子 18 の出力振幅が最大になる周波数を測定する。 
(FSHP) 
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注 項目 / 記号 バス条件 測定方法 

V8 

シャープネスコントロール
特性 
/ GSHMAX 
/ GSHCEN 
/ GSHMIN 

シャープネス 
 : 0 / 32 / 63 
ユニカラー 
 : 63 
カラー : 0 
その他 : プリセット 

(1) 0.5Vp−p のスイープ信号を端子 43 および 39 に入力す
る。 

(2) 端子 18 の 100kHz 用絵柄期間振幅を測定する。これが”
VSH100k”となる。 

(3) シャープネスが最大、中間、および最低のときの FSHP
の絵柄期間振幅を測定する。 
(VSHMAX、VSHCEN、VSHMIN) 

(4) 次の式を計算する。 
“GSHMAX”= 20* og�  (VSHMAX / VSH100k) 
“GSHCEN”= 20* og�  (VSHCEN / VSH100k) 
“GSHMIN”20* og�  (VSHMIN / VSH100k) 

V9 Y 周波数応答 
/ FRY 

ユニカラー 
 : 63 
シャープネス 
 : 調整 
カラー : 0 
その他 : プリセット 

(1) 0.5Vp−p のスイープ信号を端子 43 および 39 に入力す
る。 

(2) FSHP の出力振幅 VSH100k と等しくなるようにシャープ
ネスを調整する。 

(3) 出力振幅が VSH100k に対して 3dB 下がった周波数を測
定する。(FRY) 

黒伸張スタートポイント 
/ VBLEX 

V10 

黒伸張 AMP 利得 
/ GBLEX 

ユニカラー 
 : 63 
カラー : 0 
その他 : プリセット 

(1) 100IRE ランプ信号を端子 43 および 39 に入力する。 
(2) 端子 44 に 2.4V / 2.0V を印加し、端子 18 の出力を観測

する。 
(3) “VBLEX”および“GBLEX”を測定する。 

V11 黒ピーク検出レベル 
/ ΔVBLPD 

その他 : プリセット 

(1) 複合映像信号を端子 43 に入力する。 
(2) 端子 39 の DC のレベルを上げながら、端子 44 の電圧が

低下するレベルを測定する。 
(VBLPD) 

(3) 次の式を計算する。 
“ΔVBLPD”= VBLPD−V39 

V12 WPS レベル 
/ VWPS 

ユニカラー 
 : 63 
ブライトネス 
 : 127 
カラー : 0 
その他 : プリセット 

(1) 100IRE ランプ信号を端子 43 および 39 に入力する。 
(2) カットオフレベルからピーク (その点で出力信号がク

リップされる) への振幅を測定する。 
(VWPS) 
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注 項目 / 記号 バス条件 測定方法 

V13 
クロマトラップ減衰量 
/ GTRAP 358,  
GTRAP 443 

C−トラップ 
 : 0 / 1 
ユニカラー 
 : 63 
カラー : 0 
その他 : プリセット 

(1) 0.5Vp−p、3.58MHz の信号を端子 43 および 39 に入力す
る。 

(2) クロマトラップを 1 / 0 に設定し端子 18 の 3.58MHz の
振幅を測定する。 
(VTRAPON / VTRAPOFF) 

(3) 次の式を計算する。 
“GTRAP358”= 20* og�  (VTRAPON / VTRAPOFF) 

(4) 0.5Vp−p、4.43MHz の信号を端子 43 および 39 に入力す
る。 

(5) クロマトラップを 1 / 0 に設定し端子 18 の 3.43MHz の
振幅を測定する。 
(VTRAPON / VTRAPOFF) 

(6) 次の式を計算する。 
“GTRAP443”= 20* og�  (VTRAPON / VTRAPOFF) 

V14 Y ハーフトーン特性 
/ GHTY 

ハーフトーン 
 : 0 / 1 
ユニカラー 
 : 63 
カラー : 0 
その他 : プリセット 

(1) 100IRE 白ラスターを端子 43 および 39 に入力する。 
(2) 端子 18 のハーフトーン : 1 / 0 の絵柄期間振幅を測定す

る。(VHTYON / VHTOFF) 
(3) 次の式を計算する。 

“GHTY”= 20* og�  (VHTYON / VHTYOFF) 
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クロマ部クロマ部クロマ部クロマ部 
(特に指定がない場合特に指定がない場合特に指定がない場合特に指定がない場合, VCC = 9V (端子端子端子端子 3, 17, 28 およびおよびおよびおよび 52) / 5V (端子端子端子端子 36 およびおよびおよびおよび 46), Ta = 25℃℃℃℃) 

注 項目 / 記号 バス条件 測定方法 

C1 
ACC 特性 
/ VACCH 
/ VACCL 

ミュート : 01 
ユニカラー 
 : 63 
その他 : プリセット 

(1) 4.43MHz PAL のレインボーカラーバー (300mVp−p、
バースト:クロマ = 1:1) を端子 43 に入力する。 

(2) バーストおよびクロマの振幅を変更して、端子 20 の出
力振幅が 300mVp−p の入力に対して 
+1dB / −1dB になる入力振幅を測定する。 
(VACCH / VACCL) 

TOF 特性 (4.43MHz) 
/ F0T443 
/ QT443 
BPF 特性 (4.43MHz) 
/ F0B443 
/ QB443 

TOF 特性 (3.58MHz) 
/ F0T358 
/ QT358 

C2 

BPF 特性 (3.58MHz) 
/ F0B358 
/ QB358 

TEST : 01000111 
C−BPF : 0 / 1 
カラーシステム  
 : 010 / 101  
その他 : プリセット 

(1) C−BPF を 1 に、カラーシステムを 010 に設定する。 
(2) スイープ信号を端子 43 に入力する。 
(3) 端子 18 の周波数応答を観測し、ピーキング周波数 / ク

ロマフィルタの Q を測定する。 
(F0T443 / QT443) 

(4) C−BPF を 0 に、カラーシステムを 010 に設定し、(2)
および(3)を繰り返す。 (F0B443 / QB443) 

(5) C−BPF を 1 に、カラーシステムを 101 に設定し、(2) お
よび (3) を繰り返す。 
(F0T358 / QT358) 

(6) C−BPF を 0 に、カラーシステムを 101 に設定し、(2) お
よび (3) を繰り返す。 
(F0B358 / QB358) 

C 遅延時間 
/ tCDEL 

C3 
Y / C 間遅延時間差 
/ ΔtY / C 

ミュート : 01 
ユニカラー 
 : 63 
その他 : プリセット 

(1) 4.43MHz PAL のレインボーカラーバー (300mVp−p、
バースト:クロマ = 1:1) を端子 43 に入力する。 

(2) 端子 18 の出力を観測し、端子 43 と端子 18 の間の遅延
時間を測定する。(tCDEL) 

(3) 次の式を計算する。 
“ΔtY / C”= tYDEL−tCDEL 

C4 
カラー特性  
/ GCOLMAX 
/ GCOLMIN 

カラー : 0 / 64 / 127 
ミュート : 01 
ユニカラー 
 : 63 
その他 : プリセット 

(1) 4.43MHz PAL のレインボーカラーバー (300mVp−p、
バースト:クロマ = 1:1) を端子 43 に入力する。 

(2) カラーを 127 / 64 / 0 に設定し、端子 18 の振幅を測定
する。(VCOLMAX / VCOLCEN / VCOLMIN) 

(3) 次の式を計算する。 
“GCOLMAX”= 20* og�  (VCOLMAX / VCOLCEN) 
“GCOLMIN”= 20* og�  (VCOLMIN / VCOLCEN) 
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注 項目 / 記号 バス条件 測定方法 

C5 C ユニカラー特性 
/ GUCC 

ユニカラー 
 : 0 / 63 
ミュート : 01 
その他 : プリセット 

(1) 4.43MHz PAL のレインボーカラーバー (300mVp−p、
バースト:クロマ = 1:1) を端子 43 に入力する。 

(2) ユニカラーを 63 / 0 に設定し、端子 18 の振幅を測定す
る。 (VUCCMAX / VUCCMIN) 

(3) 次の式を計算する。 
“GUCC”= 20* og�  (VUCCMIN / VUCCMAX) 

TINT 特性 (3.58MHz) 
/ Δθ358MAX 
/ Δθ358MIN 

C6 

TINT 特性 (4.43MHz) 
/ Δθ443MAX 
/ Δθ443MIN 

TINT : 0 / 64 / 127 
ミュート : 01 
ユニカラー 
 : 63 
その他 : プリセット 

(1) 3.58MHz NTSC のレインボーカラーバー (286mVp−p、
バースト:クロマ = 1:1) を端子 43 に入力する。 

(2) TINT を 64 に設定し、バースト位相を調整して端子 20
の 6 番目のバーの出力を最大にする。これがθ358CEN
となる。 

(3) TINT を 127 / 0 に変更し、バースト位相を調整して端子
20 の 6 番目のバーの出力を最大にする。(θ358MAX / 
 θ358MIN) 

(4) 次の式を計算する。 
“Δθ358MAX”= −(θ358MAX−θ358CEN) 
“Δθ358MIN”= −(θ358MIN−θ358CEN) 

(5) 4.43MHz NTSC のレインボーカラーバー (286mVp−p、
バースト:クロマ=1:1) を端子 43 に入力し、(2) および 
(3) を繰り返す。(θ443CEN / θ443MAX / θ443MIN) 

(6) 次の式を計算する。 
“Δθ443MAX”= −(θ443MAX−θ443CEN) 
“Δθ443MIN”= −(θ443MIN−θ443CEN) 

相対振幅 (PAL) 
/ VPR / B 
/ VPG / B 

C7 

相対振幅 (NTSC) 
/ VNR / B 
/ VNG / B 

ミュート : 01 
ユニカラー 
 : 63 
その他 : プリセット 

(1) 4.43MHz PAL のレインボーカラーバー (300mVp−p、
バースト:クロマ = 1:1) を端子 43 に入力する。 

(2) 端子 18 / 19 / 20 の振幅を測定する。 
 (VPROUT / VPGOUT / VPBOUT) 

(3) 次の式を計算する。 
“VPR / B”= VPROUT / VPBOUT 
“VPG / B”= VPGOUT / VPBOUT 

(4) 3.58MHz NTSC のレインボーカラーバー (286mVp−p、
バースト:クロマ=1:1) を端子 43 に入力し、(2) および 
(3) を繰り返す。 
(VNROUT / VNGOUT / VNBOUT) 

(5) 次の式を計算する。 
“VNR / B”= VNROUT / VNBOUT 
“VNG / B”= VNGOUT / VNBOUT 
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注 項目 / 記号 バス条件 測定方法 

相対位相 (PAL)  
/ θPR−B 
/ θPG−B 

C8 

相対位相 (NTSC)  
/ θNR−B 
/ θNG−B 

ミュート : 01 
ユニカラー 
 : 63 
その他 : プリセット 

(1) 4.43MHz PAL のレインボーカラーバー (300mVp−p、
バースト:クロマ = 1:1) を端子 43 に入力する。 

(2) 端子 18 / 19 / 20 の出力を観測し、以下の図および等式
によって R / G / B の変調角 (θPR / θPG / θPB) を測
定する。 

 

θPR ; ピークでは : 3 番目のバー、θOR = 90 
θPG ; ピーク (負) では : 4 番目のバー、θOG = 240
θPB ; ピークでは : 6 番目のバー、θOB = 0 

(3) 次の式を計算する。 
“θPR−B”=θPR−θPB 
“θPG−B”=θPG−θPB 

(4) 3.58MHz NTSC のレインボーカラーバー (286mVp−p、
バースト:クロマ = 1:1) を端子 43 に入力し、つづいて
(2) を繰り返す。これがθNR / θNG / θNB となる。

(5) 次の式を計算する。 
“θNR−B”=θNR−θNB 
“θNG−B”=θNG−θNB 
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注 項目 / 記号 バス条件 測定方法 

APC 引き込み範囲 
(4.43MHz) 
/ ΔF4APCP+ 
/ ΔF4APCP− 

APC 保持停止範囲 
(4.43MHz) 
/ ΔF4APCH+ 
/ ΔF4APCH− 

APC 引き込み範囲 
(3.58MHz) 
/ ΔF3APCP+ 
/ ΔF3APCP− 

C9 

APC 保持停止範囲 
(3.58MHz) 
/ ΔF3APCH+ 
/ ΔF3APCH− 

カラーシステム 
 : 010 / 101 
その他 : プリセット 

(1) 4.43MHz PAL のレインボーカラーバー (300mVp−p、
バースト:クロマ = 1:1) を端子 43 に入力する。 

(2) カラーシステムを 010 (443PAL) に設定する。 
(3) 4.43MHz よりも高い周波数について、端子 29 の DC レ

ベルが L から H または H から L に変化するバースト周
波数を測定する。 
(F4APCP+ / F4APCH+) 

(4) 4.43MHz よりも低い周波数については、(3) を繰り返
す。 
(F4APCP− / F4APCH−) 

(5) 次の式を計算する。 
“ΔF4APCP+”= F4APCP+−4433619 
“ΔF4APCP−”= 4433619−F4APCP− 
“ΔF4APCH+”= F4APCH+−4433619 
“ΔF4APCH−”= 4433619−F4APCH− 

(6) 同期をとって 3.58MHz NTSC のレインボーカラーバー 
(286mVp−p、バースト:クロマ = 1:1) を端子 43 に入力
する。 

(7) カラーシステムを 101 (358NTSC) に設定する。 
(8) 3.58MHz よりも高い周波数については、(3) を繰り返

す。 
(F3APCP+ / F3APCH+) 

(9) 3.58MHz よりも低い周波数については、(3) を繰り返
す。 
(F3APCP− / F3APCH−) 

(10) 次の式を計算する。 
“ΔF3APCP+”= F3APCP+−3579545 
“ΔF3APCP−”= 3579545−F3APCP− 
“ΔF3APCH+”= F3APCH+−3579545 
“ΔF3APCH−”= 3579545−F3APCH− 
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注 項目 / 記号 バス条件 測定方法 

APC 制御感度 (4.43MHz) 
/ β443 

C10 

APC 制御感度 (3.58MHz) 
/ β358 

カラーシステム 
 : 010 / 101 
その他 : プリセット 

(1) 端子43を1μFのコンデンサを介してGNDに接続する。

(2) カラーシステムを 010 (443PAL) に設定する。 
(3) 端子 10 の電圧を調整して端子 29 の出力周波数を

4.433619MHz にする。(V4APCCEN) 
(4) 端子 10 の電圧が V4APCCEN+100mV / 

V4APCCEN−100mV のとき、端子 29 の出力周波数を測
定する。 (F4APC+ / F4APC−) 

(5) 次の式を計算する。 
“β443”= (F4APC+−F4APC−) / 200 

(6) カラーシステムを 101 (358NTSC) に設定する。 
(7) 端子 10 の電圧を調整して端子 29 の出力周波数を

3.579545MHz にする。(V3APCCEN) 
(8) 端子 10 の電圧が V3APCCEN+100mV / 

V3APCCEN−100mV のとき、端子 29 の出力周波数を測
定する。 (F3APC+ / F3APC−) 

(9) 次の式を計算する。 
“β358”= (F3APC+−F3APC−) / 200 

PAL ID 感度  
(通常モード) 
/ VPALIDON 
/ VPALIDOFF 
PAL ID 感度 
(low モード) 
/ VPALIDLON 
/ VPALIDLOFF 
NTSC ID 感度 
(通常モード) 
/ VNTIDON 
/ VNTIDOFF 

C11 

NTSC ID 感度 
(low モード) 
/ VNTIDLON 
/ VNTIDLOFF 

ID SW : 0 / 1 
カラーシステム 
 : 010 / 101 
ミュート : 01 
ユニカラー 
 : 63 
その他 : プリセット 

(1) ID SW を 0 に設定する。 
(2) カラーシステムを 010 (443PAL) に設定する。 
(3) 4.43MHz PAL のレインボーカラーバー (300mVp−p、

バースト:クロマ = 1:1) を端子 43 に入力する。 
(4) 端子 29 の DC レベルが L から H または H から L に変化

するバースト振幅を測定する。(VPALIDON / VPALIDOFF)
(5) カラーシステムを 101 (358NTSC) に設定する。 
(6) 3.58 MHz NATSC レインボーカラーバー (286mVp−p、

バースト:クロマ = 1:1) を端子 43 に入力し、(4) を繰り
返す。 
(VNTIDON / VNTIDOFF) 

(7) ID SW を 1 に設定して、(2)～(6) を繰り返す。
(VPALIDLON / VPALIDLOFF / VNTIDLON / VNTIDLOFF) 
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注 項目 / 記号 バス条件 測定方法 

C12 
ID 出力レベル 
/ VIDH 
/ VIDL 

すべて : プリセット 

(1) 4.43MHz PAL のカラーバー (300mVp−p、バースト:ク
ロマ = 1:1) を端子 43 に入力する。 

(2) 端子 29 出力のセンターDC レベルを測定する。(VIDH)
(3) 端子 43 を 1μF のコンデンサを介して GND に接続し、

(2) を繰り返す。(VIDL) 

C13 SECAM ID 検出電流 
/ ISECAM 

すべて : プリセット 

(1) 4.43MHz NTSC のカラーバーを端子 43 に入力する。

(2) 端子 37 / 38 を 1μF のコンデンサを介して GND に接続
する。 

(3) 端子 29 の電流出力を引き込み、端子 20 で無変調出力
信号が消える電流を測定する。(ISECAM) 

C14 SECAM ID 検出電流 (強) 
/ ISECAM−S 

すべて : プリセット 

(1) PAL のカラーバーを端子 43 に入力する。 
(2) 端子 37 / 38 を 1μF のコンデンサを介して GND に接続

する。 
(3) 端子 29 の電流出力を引き込み、端子 20 で無変調出力

信号が消える電流を測定する。(ISECAM−S) 

C15 fsc 連続波出力レベル 
/ VCW 

CW SW : 1 
その他 : プリセット 端子 29 出力の振幅を測定する。(VCW) 

C16 
RGB 出力残留副搬送波 
/ VSCR 
/ VSCG 
/ VSCB 

ミュート : 01 
ユニカラー 
 : 63 
その他 : プリセット 

(1) 4.43MHz PAL のレインボーカラーバー (300 mVp−p、
バースト:クロマ = 1:1) を端子 43 に入力する。 

(2) 端子 18 / 19 / 20 の 4.43MHz 信号の振幅を測定する。
(VSCR / VSCG / VSCB) 

C17 C ハーフトーン特性 
/ GHTC 

ハーフトーン 
 : 1 
ミュート : 01 
ユニカラー 
 : 63 
その他 : プリセット 

(1) 4.43MHz PAL のレインボーカラーバー (300mVp−p、
バースト:クロマ = 1:1) を端子 43 に入力する。 

(2) ハーフトーンを 1 に設定し、端子 20 の出力の振幅を測
定する。(VPBHTC) 

(3) 次の式を計算する。 
“GHTC”= 20* og�  (VPBHTC / VPBOUT) 

C18 

フリーラン周波数 
/ f03 
/ f04 
/ f0M 
/ f0N 

カラーシステム 
 : 101 / 010 /  
  011 / 100 
その他 : プリセット 

カラーシステムを 101 / 010 / 011 / 100 
(3.58NTSC / 4.43PAL / M−PAL / N−PAL) に設定し、 
端子 29 の出力周波数を測定する。 
(f03 / f04 / f0M / f0N) 
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テキスト部テキスト部テキスト部テキスト部 
(特に指定がない場合特に指定がない場合特に指定がない場合特に指定がない場合, VCC = 9V (端子端子端子端子 3, 17, 28 およびおよびおよびおよび 52) / 5V (端子端子端子端子 36 おおおおよびよびよびよび 46), Ta = 25℃℃℃℃) 

注 項目 / 記号 バス条件 測定方法 

V−BLK パルス出力レベル 
/ VVBLK T1 
H−BLK パルス出力レベル 
/ VHBLK 

すべて : プリセット 
(1) 映像信号を端子 43 に入力する。 
(2) 端子 20 の V / H ブランク期間の DC レベルを測定する。

(VVBLK / VHBLK) 

T2 
RGB 出力黒レベル  (0IRE 
DC) 
/ VBLACK 

カラー : 0 
その他 : プリセット 

(1) 0IRE Y 信号を端子 43 および 39 に入力する。 
(2) 端子 20 で絵柄期間の DC レベルを測定する。(VBLACK)

T3 
RGB 出力白レベル (100IRE 
AC) 
/ VWHITE 

ユニカラー 
 : 63 
カラー : 0 
その他 : プリセット 

(1) 100IRE Y 信号を端子 43 および 39 に入力する。 
(2) 端子 20 で、ペデスタルレベルからの振幅を測定する。

(VWHITE) 

T4 
カットオフ電圧可変範囲 
/ ΔVCUT+ 
/ ΔVCUT− 

B カットオフ 
 : 0 / 255 
カラー : 0 
その他 : プリセット 

(1) 0IRE Y 信号を端子 43 および 39 に入力する。 
(2) B カットオフを 255 / 0 に設定する、端子 20 で絵柄期間

の DC レベルを測定する。 
(VCUTMAX / VCUTMIN) 

(3) 次の式を計算する。 
“ΔVCUT+”= VCUTMAX−VBLACK 
“ΔVCUT−”= VCUTMIN−VBLACK 

T5 
ドライブ調整可変範囲 
/ GDR+ 
/ GDR− 

B ドライブ 
 : 0 / 127 
ユニカラー 
 : 63 
カラー : 0 
その他 : プリセット 

(1) 100IRE Y 信号を端子 43 および 39 に入力する。 
(2) B ドライブを 127 / 0に設定し、端子 20で 0から 100IRE

の振幅を測定する。 
(VDRMAX / VDRMIN) 

(3) 次の式を計算する。 
“GDR+”= 20* og�  (VDRMAX / VWHITE) 
“GDR−”= 20* og�  (VDRMIN / VWHITE) 

ABCL 調整可変範囲 
/ VABCLH 
/ VABCLL 

T6 

ACL 利得 
/ GACL 

ABL 利得 : 11 
ユニカラー 
 : 63 
カラー : 0 
その他 : プリセット 

(1) 100IRE Y 信号を端子 43 および 39 に入力する。 
(2) 端子 21 の電圧を下げながら、端子 20 の出力が減少を開

始 / 停止する電圧を測定する。 
(VABCHL / VABCLL) 

(3) 端子 20 の出力の振幅を測定する。 
(VACLMIN) 

(4) 次の式を計算する。 
“GACL”= 20* og�  (VACLMIN / VWHITE) 
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注 項目 / 記号 バス条件 測定方法 

T7 

ABL スタートポイント 
/ VABLP0 
/ VABLP1 
/ VABLP2 
/ VABLP3 

ABL スタートポイント  
 : 00 / 01 / 10 / 11 
ABL 利得 : 11 
ユニカラー 
 : 63 
カラー : 0 
その他 : プリセット 

(1) 0IRE Y 信号を端子 43 および 39 に入力する。 
(2) ABL ポイントを 00 / 01 / 10 / 11 に設定し、端子 21 の電

圧を下げながら、端子 20 の出力が減少を開始する電圧
を測定する。 
(VABL1 / VABL2 / VABL3 / VABL4) 

(3) 次の式を計算する。 
“VABLP0”= VABL1−VABCLH 
“VABLP1”= VABL2−VABCLH 
“VABLP2”= VABL3−VABCLH 
“VABLP3”= VABL4−VABCLH 

T8 

ABL 利得 
/ VABLG0 
/ VABLG1 
/ VABLG2 
/ VABLG3 

ABL 利得 
 : 00 / 01 / 10 / 11 
ユニカラー 
 : 63 
カラー : 0 
その他 : プリセット 

(1) 0IRE Y 信号を端子 43 および 39 に入力する。 
(2) ABL 利得を 00 / 01 / 10 / 11 に設定し、端子 21 の電圧が

VABCLL のときに、端子 20 の絵柄期間の DC レベルを測
定する。 
(VABL5 / VABL6 / VABL7 / VABL8) 

(3) 次の式を計算する。 
“VABLG0”= VABL5−VBLACK 
“VABLG1”= VABL6−VBLACK 
“VABLG2”= VABL7−VBLACK 
“VABLG3”= VABL8−VBLACK 

T9 
アナログ RGB ダイナミック
レンジ 
/ DRTX 

RGB コントラスト 
 : 32 
その他 : プリセット 

(1) 映像信号を端子 43 に入力する。 
(2) 端子 13 に 2V を印可する。 
(3) 以下の図の信号を端子 16 に入力する。 

 

(4) 端子 16 の入力の振幅を増加させながら、端子 20 の振幅
の増加が停止する振幅を測定する。(DRTX) 
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注 項目 / 記号 バス条件 測定方法 

T10 

アナログ RGB コントラスト
調整特性 
/ GTXCMAX 
/ GTXCCEN 
/ GTXCMIN 

RGB コントラスト 
 : 32 
その他 : プリセット 

(1) 映像信号を端子 43 に入力する。 
(2) 端子 13 に 2V を印可する。 
(3) 注 : T9 図の信号を端子 16 に入力する。 
(4) RGB コントラストを 63 / 32 / 0 に設定し、端子 20 の出

力の振幅を測定する。 (VTXCMAX / VTXCCEN / 
VTXCMIN) 

(5) 次の式を計算する。 
“GTXCMAX”= 20* og�  (VTXCMAX / 0.2) 
“GTXCCEN”= 20* og�  (VTXCCEN / 0.2) 
“GTXCMIN”= 20* og�  (VTXCMIN / 0.2) 

T11 

アナログ RGB ブライトネス
調整特性 
/ VTXBRMAX 
/ VTXBRCEN 
/ VTXBRMIN 

ブライトネス 
 : 0 / 64 / 127 
その他 : プリセット 

(1) 端子 13 に 2V を印可する。 
(2) 端子 16 を 0.1μF のコンデンサを介して GND に接続す

る。 
(3) ブライトネスを 127 / 64 / 0 に設定し、端子 20 の絵柄期

間の DC レベルを測定する。 
(VTXBRMAX / VTXBRCEN / VTXBRMIN) 

T12 
アナログ RGB モード切り 
替えレベル 
/ VYS 

RGB コントラスト 
 : 32 
その他 : プリセット 

(1) 映像信号をピン端子 43 に入力する。 
(2) 注 : T9 図の信号を端子 16 に入力する。 
(3) 端子 13 の電圧を上げながら、端子 16 に入力された信

号が端子 20 で出力される電圧を測定する。 (VYS) 

T13 

アナログ RGB モード伝達 
特性 
/τRYS 
/ tPRYS 
/τFYS 
/ tPFYS 

すべて : プリセット 

(1) 50IRE Y 信号を端子 43 および 39 に入力する。 
(2) 端子 16 を 0.1μF のコンデンサを介して GND に接続す

る。 
(3) 以下の図に従って、アナログ RGB モード伝達特性を測

定する。 
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注 項目 / 記号 バス条件 測定方法 

T14 
アナログ RGB→TV への 
クロストーク 
/ CTTX−TV 

ユニカラー 
 : 63 
RGB コントラスト 
 : 63 
その他 : プリセット 

(1) 映像信号を端子 43 に入力する。 
(2) 端子39を1μFのコンデンサを介してGNDに接続する。

(3) 以下の図の信号を端子 16 に入力する。 

 

(4) 端子 20 の 4MHz 信号の振幅を測定する。 
(VTX−TV) 

(5) 次の式を計算する。 
“CTTX−TV”= 20* og�  (VTX−TV / 0.5) 

T15 
TV→アナログ RGB への 
クロストーク 
/ CTTV−TX 
 

ユニカラー 
 : 63 
RGB コントラスト 
 : 63 
その他 : プリセット 

(1) 4MHz、0.5Vp−p Y 信号を端子 43 および 39 に入力する。

(2) 端子 16 を 0.1μF のコンデンサを介して GND に接続す
る。 

(3) 端子 13 に 2V を印可する。 
(4) 端子 20 の 4MHz 信号の振幅を測定する。 

(VTV−TX) 
(5) 次の式を計算する。 

“CTTV−TX”= 20* ℓog (VTV−TX / 0.5) 

T19 
RGB 出力振幅 
/ VROUT 
/ VGOUT 
/ VBOUT 

ミュート : 01 
ユニカラー 
 : 63 
その他 : プリセット 

(1) 4.43MHz PAL レインボーカラーバー 
(300mVp−p、バースト:クロマ = 1:1)を 
端子 43 に入力する。 

(2) 端子 18 / 19 / 20 の振幅を測定する。 
(“VROUT”/“VGOUT”/“VBOUT”) 

SECAM 黒レベル調整 
特性 
/ VSECBMAX 
/ VSECRMAX 
/ VSECBMIN 
/ VSECRMIN 

T20 

SECAM 黒レベル調整データ
感度 
/ ΔVSECB 
/ ΔVSECR 

カラーシステム 
 : 111 
B−Y 黒調整 
 : 0 / 8 / 15 
R−Y 黒調整 
 : 0 / 8 / 15 
その他 : プリセット 

(1) 端子 29 を 5.1kΩの抵抗を介して GND に接続する。 
(2) B−Y / R−Y 黒調整 : 8 に設定し、端子 20 / 18 の絵柄期

間の DC レベルを測定する。 
(VSECBCEN / VSECRCEN) 

(3) B−Y 黒調整を 0 / 15 に設定し、端子 20 の VSECBCEN に
対して絵柄期間の DC レベルを測定する。 
(VSECBMIN / VSECBMAX) 

(4) R−Y 黒調整を 0 / 15 に設定し、端子 18 の VSECRCEN
に対して絵柄期間のDCレベルを測定する。 (VSECRMIN
/ VSECRMAX) 

(5) 次の式を計算する。 
“ΔVSECB”= (VSECBMAX−VSECBMIN) / 16 
“ΔVSECR”= (VSECRMAX−VSECRMIN) / 16 
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注 項目 / 記号 バス条件 測定方法 

T21 
SECAM 黒レベル調整 
モードゲイン 
/ GBS 
/ GRS 

SE 調整 : 1 
ミュート : 00 
カラーシステム 
 : 111 
その他 : プリセット 

(1) 非同期正弦波 (0.3Vp−p, 100kHz) を端子 43 に入力する。 
(2) 端子 18 / 20 の振幅を測定する。 

(VROUTS / VBOUTS) 
(3) 次の式を計算する。 

“GRS”= 20* og�  (VROUTS / 0.3) 
“GBS”= 20* og�  (VBOUTS / 0.3) 

T22 

SECAM 黒レベル調整 
モード 
アナログ RGB モード 
切り替えレベル 
/ VYSS 

RGB コントラスト 
 : 32 
SE 調整 : 1 
カラーシステム 
 : 111 
その他 : プリセット 

(1) 映像信号を端子 43 に入力する。 
(2) 注 T9 の図の信号を端子 16 に入力する。 
(3) 端子 13 の電圧を増加させながら、端子 16 に入力した信号が

端子 20 に出力されるときの端子 13 の電圧を測定する。
(VYSS) 

T23 

ハーフトーンモード切り替
えレベル 
/ VYM1 
ハーフトーン⇔アナログ
RGB モード切り替えレベ
ル 
/ VYM2 

ハーフトーン 
 : 0 
RBG コントラスト 
 : 32 
Ym enb : 1 
その他 : プリセット 

(1) 映像信号を端子 43 に入力する。 
(2) 注 T9 の図の信号を端子 16 に入力する。 
(3) 端子 13 の電圧を増加させながら、端子 20 の絵柄期間の振幅

が変化したときの端子 13 の電圧を測定する。(VYM1) 
(4) さらに端子 13 の電圧を増加させながら、端子 16 に入力した

信号が端子 20 に出力されるときの端子 13 の電圧を測定す
る。(VYM2) 

T24 

ハーフトーンモード伝達 
特性 
/τRYM1 
/ tPRYM1 
/τFYM1 
/ tPFYM1 
ハーフトーン⇔アナログ
RGB モード伝達特性 
/τRYM2 
/ tPRYM2 
/τFYM2 
/ tPFYM2 

ハーフトーン 
 : 0 
Ym enb : 1 
その他 : プリセット 

(1) 50IRE Y 信号を端子 43 および 39 に入力し、端子 13 に下図
の信号を入力する。 

(2) 端子 16 を 0.1μF のコンデンサを介し GND に接続する。 
(3) 以下の図に従って、ハーフトーンモード伝達特性、ハーフ

トーン⇔アナログ RGB モード伝達特性を測定する。 
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注 項目 / 記号 バス条件 測定方法 

T25 BRG 出力電圧 3 軸差 
/ ΔVbtc 

ブライトネス 
 : 32 
ユニカラー 
 : 63 
カラー : 0 
その他 : プリセット 

(1) 0IRE 黒信号を端子 43 および 39 に入力する。 
(2) 端子 18 / 19 / 20 の絵柄期間の DC 電圧レベル測定する。

(3) 最大軸間差“Δbtc”を求める。 

T26 BRG 出力電圧 3 軸差 
/ ΔVa 

ミュート : 00 
その他 : プリセット 

(1) 端子 43 および 39 に正弦波 (0.3Vp−p、setup = 0.3V)を
入力。 

(2) 端子 18 / 19 / 20 の出力振幅を測定する。 
(3) 最大軸差“ΔVa”を求める。 
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DEF 部部部部 
(特に指定がない場合特に指定がない場合特に指定がない場合特に指定がない場合, VCC = 9V (端子端子端子端子 3, 17, 28 およびおよびおよびおよび 52) / 5V (端子端子端子端子 36 およびおよびおよびおよび 46), Ta = 25℃℃℃℃) 

注 項目 / 記号 バス条件 測定方法 

D1 
AFC マスク時間 
/ T50AFCOFF 
/ T60AFCOFF 

すべて : プリセット 
(1) 50Hz / 60Hz 同期信号を端子 43 に入力する。 
(2) 端子 40 で“T50AFCOFF”/“T60AFCOFF”を測定する。

(cf. 図 D1) 

D2 水平出力開始電圧 
/ VHON 

すべて : プリセット 

(1) 端子 3 / 17 / 52 / 36 / 46 をオープンにする。 
(2) 端子 28 の電圧を上げ、H OUT パルスが端子 32 に出力

される電圧を測定する。 
(VHON) 

D3 
水平出力 
パルスデューティ 
/ WHOUT 

すべて : プリセット 

(1) 端子 32 の tHOUT1 および tHOUT2 を測定する。 

 
 (2) 次の式を計算する。 

“WHOUT” 
= tHOUT1 / (tHOUT1+tHOUT2) *100 

D4 
AFC マスクモード 
水平出力周波数 
/ FHAFCOFF 

AFC 利得 : 11 
その他 : プリセット 

(1) 50Hz 同期信号を端子 43 に入力する。 
(2) 端子 32 で H OUT 周波数を測定する。 

(FHAFCOFF) 

D5 
水平フリーラン周波数 
/ FH50FR 
/ FH60FR 

V−Freq : 10 / 11 
その他 : プリセット 

V−Freq を 10 / 11 に設定し、端子 32 で H OUT 周波数を測
定する。(FH50FR / FH60FR) 

D6 
水平出力周波数変動範囲 
/ FHMAX 
/ FHMIN 

すべて : プリセット 

(1) 端子 40 を 10kΩを介して VCC に接続し、端子 32 で H 
OUT 周波数を測定する。 
(FHMAX) 

(2) 端子 40 を 68kΩを介して GND に接続し、端子 32 で H 
OUT 周波数を測定する。 
(FHMIN) 

D7 水平出力周波数制御感度 
/ βHAFC 

すべて : プリセット 

(1) H OUT 周波数が 15.734kHz となる端子 40 の電圧を測
定する。これが VH15734 となる。 

(2)  端子 40 の電圧が VH15734+50 mV /  
VH15734−50mV のとき、H OUT 周波数を測定する。
(FHHIGH / FHLOW) 

(3)  次の式を計算する。 
βHAFC = (FHHIGH−FHLOW) / 100 
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注 項目 / 記号 バス条件 測定方法 

D8 
水平引き込み範囲 
/ ΔFHPH 
/ ΔFHPL 

すべて : プリセット 

(1) 同期信号を端子 43 に入力する。 
(2) 水平周波数を 17kHz から減少させ、H OUT が Sync Out 

(端子 31) と同期した点の周波数を測定する。 (FHPH)
(3) 水平周波数を 14kHz から増加させ、H OUT が Sync Out 

(端子 31) と同期した点の周波数を測定する。 (FHPL)
(4) 次の式を計算する。 

“ΔFHPH”= FHPH−15734 
“ΔFHPL”= 15625−FHPL 

D9 
水平出力電圧 
/ VHOUTH 
/ VHOUTL 

すべて : プリセット 

(1) 端子 32 で H OUT の H レベルを測定する。 
(VHOUTH) 

(2) 端子 32 で H OUT の L レベルを測定する。 
(VHOUTL) 

D10 
水平出力周波数電源電圧 
依存性 
/ ΔFHVCC 

すべて : プリセット 

(1) H VCC が 8.5V / 9.5V のとき、H−OUT の周波数を測定す
る。(FHVCCH / FHVCCL) 

(2) 次の式を計算する。 
“ΔFHVCC”= (FHVCCH−FHVCCL) / 1 

FBP 位相 
/ PHFBP 

D11 

水平同期位相 
/ PHHSYNC 

すべて : プリセット 

(1) 同期信号を端子 43 に入力する。 
(2) 以下の図に従って、“PHFBP”および“PHHSYNC”を

測定する。 
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図図 図図
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注 項目 / 記号 バス条件 測定方法 

D12 
水平画面位相調整 
可変範囲 
/ ΔPHHPOS 

水平位相 : 0 / 31 
その他 : プリセット 

(1) 同期信号を端子 43 に入力する。 
(2) 水平位相を0から31に増加させ、以下の図に従って “Δ

PHHPOS”を測定する。 

D13 AFC−2 パルスしきい値 
/ VAFC2 

すべて : プリセット 
(1) 同期信号を端子 43 に入力する。 
(2) FBP ハイレベルを減少させ、H OUT 位相が Sync Out

位相に対して変化する DC レベルを測定する。(VAFC2)

D14 
水平ブランキングパルス 
しきい値 
/ VHBLK 

すべて : プリセット 
(1) 同期信号を端子 43 に入力する。 
(2) FBP ハイレベルを増加させ、H ブランクが始まる DC レ

ベルを測定する。(VHBLK) 

D15 
黒ピーク検出停止時間 
(H) 
/ PHBPDET 
/ WBPDET 

TEST : 00001000 
その他 : プリセット 

(1) 同期信号を端子 43 に入力する。 
(2) 以下の図に従って、“PHBPDET”および 

 “WBPDET”を測定する。 

クランプパルス開始位相 
/ PHCP 

D16 

クランプパルス幅 
/ WCP 

TEST : 00001000 
垂直位相 : 001 
その他 : プリセット 

(1) 同期信号を端子 43 に入力する。 
(2) 以下の図に従って、“PHCP”および“WCP”を測定す

る。 
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注 項目 / 記号 バス条件 測定方法 

ゲートパルス開始位相 
/ PHGP 

D17 

ゲートパルス幅 
/ WGP 

すべて : プリセット 

(1) 同期信号を端子 43 に入力する。 
(2) 以下の図に従って、“PHGP”および“WGP”を測定す

る。 

D18 同期出力 low レベル 
/ VSYNCL 

すべて : プリセット 
(1) 同期信号を端子 43 に入力する。 
(2) 同期化出力 low レベルを測定する。 

(VSYNCL) 

D19 垂直発振開始電圧 
/ VVON 

すべて : プリセット 
(1) 端子 3 / 17 / 52 / 36 / 46 をオープンにする。 
(2) 端子 28 の電圧を増加し、V ランプ信号が端子 22 に現れ

る電圧を測定する。 (VVON) 

D20 
垂直フリーラン周波数 
/ FVAUFR 
/ FV60FR 

V−Freq  : 00 / 01 
その他  : プリセット 

V−Freq を 00 / 01 に設定し、端子 22 の V ランプの周波数を
測定する。(FVAUFR / FV60FR) 

D21 
ゲートパルス V−マスク期間 
/ T50GPM 
/ T60GPM 

すべて : プリセット 
(1) 50Hz / 60Hz 同期信号を端子 43 に入力する。 
(2) 端子 34 で“T50GPM”/“T60GPM”を測定する。(cf. 図

D21) 

D22 
横一モード時 V.ランプ DC
レベル 
/ VNOVRAMP 

ミュート : 11 
その他  : プリセット 

端子 22 の DC レベルを測定する。 
(VNOVRAMP) 

垂直引き込み範囲  
(自動) 
/ FVPAUL 
/ FVPAUH 

D23 
垂直引き込み範囲  
(60Hz) 
/ FVP60L 
/ FVP60H 

V−Freq : 00 / 01 
その他 : プリセット 

(1) 同期信号を端子 43 に入力する。 
(2) V−Freq を 00 / 01 に設定し、入力垂直時間を 220H から

0.5H きざみで増加させながら、V OUT 信号が Sync out
と同期化した点でその時間を測定する。(FVPAUL / 
FVP60L) 

(3) V−Freq を 00 / 01 に設定し、入力垂直時間を 360H から
0.5H きざみで減少させながら、V OUT 信号が Sync 
 out と同期化した点でその時間を測定する。(FVPAUL / 
FVP60L) 
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注 項目 / 記号 バス条件 測定方法 

D24 
垂直周波数 (固定モード) 
/ TV313 
/ TV263 

V−Freq : 10 / 11 
その他 : プリセット 

(1) V−Freq を 10 / 11 に設定する。 
(2) 端子 34 の垂直期間を測定する。 

(TV263 / TV313) 

垂直ブランキングパルス 
開始位相 
/ PH50VBLK 
/ PH60VBLK D25 
垂直ブランキングパルス幅 
/ W50VBLK 
/ W60VBLK 

すべて : プリセット 
(1) 50Hz / 60Hz 同期信号を端子 43 に入力する。 
(2) 端子 40 の“T50AFCOFF”/“T60AFCOFF”を測定する。

(cf. 図 D25) 

D26 
映像ミュート期間 
/ W50PM 
/ W60PM 

テスト : 00001000 
その他 : プリセット 

(1) 50Hz / 60Hz 同期信号を端子 43 に入力する。 
(2) 以下の図に従って、“W50PM”および“W60PM”を測定

する。 
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図図 図図
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図図 図図
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注 項目 / 記号 バス条件 測定方法 

D27 

サンドキャッスルパルスレ
ベル 
/ VSCPH 
/ VSCPM 
/ VSCPL 

すべて : プリセット 

端子 34 の“VSCPH”/“VSCPM”/“VSCPL”を測定する。 

D28 垂直ランプ振幅 
/ VVRAMP 

すべて : プリセット 端子 22 の V ランプ振幅を測定する。 
(VVRAMP) 

垂直 AMP 利得 
/ GVAMP 

垂直 AMP 最大出力電圧 
/ VVOMAX 

D29 

垂直 AMP 最小出力電圧 
/ VVOMIN 

すべて : プリセット 

(1) 端子 24 をオープンにする。 
(2) 端子23のDC電圧を変更し、以下の図に従って“VVOMAX”

/“VVOMIN”/“GVAMP”を測定する。 

 

D30 垂直 AMP 最大出力電流 
/ IVOMAX 

すべて : プリセット 
(1) 端子 23 に 7V の電圧を印加する。 
(2) 端子 24 から GND への電流を測定する。 

(IVOMAX) 

垂直 NFB 振幅 
/ VNFB 

D31 垂直振幅可変範囲 
/ ΔVVRAMPH 
/ ΔVVRAMPL 

Vertical Size 
 : 0 / 32 / 63 
その他 : プリセット 

(1) 端子 23 の NFB V ランプの振幅を測定する。 
(VNFB) 

(2) V−サイズを 0 / 63 に設定し端子 23 の NFB V ランプの振
幅を測定する。 
(VNFBMIN / VNFBMAX) 

(3) 次の式を計算する。 
”ΔVVRAMPH”= (VNFBMAX−VNFB) / VNFB*100 
”ΔVVRAMPL”= (VNFBMIN−VNFB) / VNFB*100 
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注 項目 / 記号 バス条件 測定方法 

D32 

垂直リニアリティ 
可変範囲 
/ ΔVLIN1+ 
/ ΔVLIN1− 
/ ΔVLIN2+ 
/ ΔVLIN2− 

V リニアリティ 
 : 0 / 8 / 15 
その他 : プリセット 

(1) V リニアリティを 8 に設定し、以下の図に従って端子 22
の V1 (センターから最大) および V2 (センターから最
小) を測定する。 

(2) V リニアリティを 15 / 0 に設定し、VLIN1+ / VLIN1−およ
び VLIN2+ / VLIN2−を測定する。 

(3) 次の式を計算する。 
 “ΔVLIN1+”= (VLIN1+−V1) / V1*100 
“ΔVLIN1−”= (VLIN1−−V1) / V1*100 
“ΔVLIN2+”= (VLIN2+−V2) / V2*100 
“ΔVLIN2−”= (VLIN2−−V2) / V2*100 

D33 

垂直 S 字補正可変範囲 
/ ΔVS1+ 
/ ΔVS1− 
/ ΔVS2+ 
/ ΔVS2− 

V−S 補正 : 0 / 8 / 15 
その他  : プリセット 

(1) V−S 補正を 8 に設定し、注 : D32 の図に従って端子 22
の V1 および V2 を測定する。 

(2) V−S 補正を 15 / 0 に設定し、VS1+ / VS1−および VS2+ / 
VS2−を測定する。 

(3) 次の式を計算する。 
“ΔVS1+”= (VS1+−V1) / V1*100 
“ΔVS1−”= (VS1−−V1) / V1*100 
“ΔVS2+”= (VS2+−V2) / V2*100 
“ΔVS2−”= (VS2−−V2) / V2*100 

D34 
V−AGC 電流 
/ IVAGCH 
/ IVAGCL 

V−AGC : 0 / 1 
その他 : プリセット 

(1) 端子 25 を 200Ω抵抗を介して GND に接続する。 
(2) V−AGC を 0 / 1 に設定し、以下の図に従って端子 25 の

VVAGCL / VVAGCH を測定する。 
(3) 次の式を計算する。 

“IVAGCL”= VVAGCL / 200 
“IVAGCH”= VVAGCH / 200 

D35 バーチカルガード電圧 
/ VVG 

すべて : プリセット 
端子 23 の電圧を 5V から下げ、端子 21 の出力がブランクレ
ベルに低下する電圧を測定する。 
(VVG) 

D36 BGP 位相 
/ ΔBGP 

BGP P : 0 / 1 
その他 : プリセット 

(1) 端子 43 に同期信号を入力する。 
(2) 端子 10 に図のように接続する。 

 
(2) BGP P を 0 / 1 に設定し、端子 10 の BGP スタートポイ

ントの差を設定する。(ΔBGP) 
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注 項目 / 記号 バス条件 測定方法 

D37 垂直 EHT 補正量 
/ VEHT 

Parabola correction 
 : 32 / 63 
Trapezium correction 
 : 0～31 
V.EHT : 0 / 7 
その他 : プリセット 

(1) Parabola correction のデータを 63 (最大) に設定し、端
子 35 のパラボラ波形が対称となるように Trapezium 
correction のデータを調整する。 

 
(2) Parabola correction のデータを 32 (センタ) に設定す

る。 
(3) 端子 41 に 1V を印加する。 
(4) V.EHT のデータを 0 (最小)に設定する。 

端子 23 の出力波形の振幅を測定する。 
(VEHT (00) ) 

(5) V.EHT のデータを 7 (最大) に設定する。 
端子 23 の出力波形の振幅を測定する。 
(VEHT (07) ) 

(6) (%)100
)00(EHTV

)07(EHTV)00(EHTV
EHTV �

�

�  
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注 項目 / 記号 バス条件 測定方法 

D38 

E−W 最大 DC 値 
(Picture Width) 
/ V35H 
 
E−W 最小 DC 値 
(Picture Width) 
/ V35L 

Parabola correction 
 : 32 / 63 
Trapezium correction 
 : 0～31 
Horizontal size 
 : 0 / 63 
その他 : プリセット 

(1) Parabola correction のデータを 63 (最大) に設定し、端
子 35 のパラボラ波形が対称となるように Trapezium 
correction のデータを調整する。 

(2) Parabola correction のデータを 32 (センタ) に設定す
る。 

(3) 端子 41 に 6V を印加する。 
(4) Horizontal size のデータを 63 (最大) に設定し、端子 35

の電圧を測定する。(V35H) 
(5) Horizontal size のデータを 0 (最小) に設定し、端子 35

の電圧を測定する。(V35L) 

 

D39 

E−W パラボラ最大値 
(Parabola)  
/ VPBH 
 
E−W パラボラ最小値 
(Parabola)  
/ VPBL 

Trapezium correction 
 : 0～31 
Horizontal size 
 : 32 
Parabola correction 
 : 0 / 63 
その他 : プリセット 

(1) Parabola correction のデータを 63 (最大) に設定し、端
子 35 のパラボラ波形が対称となるように Trapezium 
correction のデータを調整する。 

(2) Horizontal size のデータを 32 (センタ) に設定する。 
(3) 端子 41 に 6V を印加する。 
(4) Parabola correction のデータを 63 (最大) に設定し、端

子 35 の出力波形の振幅を測定する。 (VPBH) 
(5) Parabola correction のデータを 0 (最小) に設定し、端子

35 の出力波形の振幅を測定する。(VPBL) 
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注 項目 / 記号 バス条件 測定方法 

D40 
E−W コーナー補正 
(Corner) 
/ VCR 

Parabola correction 
 : 32 / 63 
Trapezium correction 
 : 0～31 
Corner correction 
 : 0 / 15 
その他 : プリセット 

(1) Parabola correction のデータを 63 (最大) に設定し、端
子 35 のパラボラ波形が対称となるように Trapezium 
correction のデータを調整する。 

(2) Parabola correction のデータを 32 (センタ) に設定す
る。 

(3) 端子 41 に 1V を印加する。 
(4) Corner correction のデータを 0 に設定し、端子 35 の出

力波形の振幅を測定する。(VCR (0) ) 
(5) Corner correction のデータを 15 に設定し、端子 35 の

出力波形の振幅を測定する。(VCR (15) ) 
(6) VCR = VCR (15)−VCR (0) 

 

D41 E−W 台形補正 
/ VTR 

Trapezium correction 
 : 0 / 31 
その他 : プリセット 

(1) 端子 23 の出力波形の振幅を測定する。(VP23 ) 
(2) 端子 41 に 6V を印加する。 
(3) Trapezium correction のデータを 0 に設定し、端子 23

の波形の垂直センタ電圧を測定する。(VTR (00) ) 
(4) Trapezium correction のデータを 31 に設定し、端子 23

の波形の垂直センタ電圧を測定する。(VTR (31) ) 

(5) 100
23pV2

)31(TRV)00(TRV
TRV �

�

�
��  
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注 項目 / 記号 バス条件 測定方法 

D42 
E−W パラボラ EHT 補正 
変動量 
/ VEHP 

Trapezium correction 
 : 0～31 
その他 : プリセット 

(1) Parabola correction のデータを 63 (最大) に設定し、端
子 35 のパラボラ波形が対称となるように Trapezium 
correction のデータを調整する。 

(2) 端子 41 に 6V を印加する。 
端子 35 の出力波形の振幅を測定する。 
(VEHP (6) ) 

(3) 端子 41 に 1V を印加する。 
端子 35 の出力波形の振幅を測定する。 
(VEHP (1) ) 

(4) 100
)6(EHPV

)1(EHPV)6(EHPV
EHPV �

�

�  

 

D43 E−W DC EHT 補正変動量 
/ VEHD 

Trapezium correction 
 : 0～31 
H.EHT : 0 / 15 
その他 : プリセット 

(1) Parabola correction のデータを 63 (最大) に設定し、端
子 35 のパラボラ波形が対称となるように Trapezium 
correction のデータを調整する。 

(2) 端子 41 に 1V を印加する。 
(3) H.EHT のデータを 0 に設定し、端子 35 の出力波形の垂

直センタ電圧を測定する。 
(VEHD (00) ) 

(4) H.EHT のデータを 15 に設定し、端子 35 の出力波形の
垂直センタ電圧を測定する。 
(VEHD (15) ) 

(5) VEHD = VEHD (15)−VEHD (00) 

D44 E−W AMP 出力抵抗 
/ REW 

すべて : プリセット 

(1) 端子 35−GND 間に電流計を接続し、電流を測定する。
(I35) 

(2) 端子 35 の電圧を測定する。(V35) 
(3) REW = V35 / I35 
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外形図外形図外形図外形図 
SDIP56−P−600−1.78 単位: mm  

 
質量: 5.55 g (標準) 
 


